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 本報告書は、文部科学省の生涯学習振興事業委託費による委託事業

として、学校法人国際総合学園 国際アート＆デザイン大学校が実施

した平成３０年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」の

成果をとりまとめたものです。 
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事業計画書 

平成３０年度  

 

平成３０年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」事業計画書 

 

１ 委託事業の内容 

産学連携体制の整備 

２ 事業名 

福島県地域啓蒙のためのソフトコンテンツ人材育成事業 

 

３ 実施する取組（カテゴリー） 

（１）全国版人材育成協議会の設置  分野  

（２）地域版人材育成協議会の設置 〇 
分野 

マンガ・アニメ・ＩＴ・ゲーム（クリ

エイティブ） 

地域 福島県 

（３）分野横断的な連絡調整会議の設置   

  ※ 実施する取組いずれかに一つ「○」を、（１）場合には分野名、（２）の場合には分野名と実

施地域も記入すること。  

 

４ 代表機関 

■代表機関（申請法人）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■事業責任者（事業全体の統括責任者）    ■事務担当者（文部科学省との連絡担当者） 

職名 学校長  
 

職名 教務部長  

氏名 中野 寿郎 氏名 佐藤 日和 

電話番号 024-956-0040 電話番号 024-956-0040 

Ｅ－ｍａｉｌ nakano.hisao@nsg.gr.jp Ｅ－ｍａｉｌ sato.hiyori@nsg.gr.jp 

法人名 学校法人 国際総合学園 

理事長名 理事長  池田  弘 

学校名 国際アート＆デザイン大学校 

所在地 福島県郡山市方八町２－４－１ 
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５ 事業の構成機関等 

 （１）構成機関 ※枠が足りない場合には、適宜追加すること。 

＜教育機関＞ 

構成機関の名称 役割等 都道府県名 

１ 学校法人国際総合学園 

FSG カレッジリーグ（事業政策部・国際部） 

管理・運営 

人材育成協議会委員 

福島県 

２ 学校法人国際総合学園 

国際アート＆デザイン大学校 

管理・統括 

人材育成協議会及び 

分科会の運営 

福島県 

３ 学校法人国際総合学園 

国際アート＆デザイン大学校 高等課程 

人材育成協議会及び 

分科会委員 

福島県 

４ 学校法人国際総合学園 

国際情報工科自動車大学校 

人材育成協議会及び 

分科会委員 

福島県 

５ 学校法人龍馬学園 

国際デザイン・ビューティカレッジ 

人材育成協議会及び 

分科会委員 

高知県 

６ 学校法人河原学園 

河原デザイン・アート専門学校 

人材育成協議会及び 

分科会委員 

愛媛県 

７ 学校法人麻生塾 

ASO ポップカルチャー専門学校 

人材育成協議会及び 

分科会委員 

福岡県 

 

 

＜企業・団体＞ 

構成機関の名称 役割等 都道府県名 

１ 一般社団法人 福島県情報産業協会（IT

分野団体） 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

２ 公益財団法人 郡山地域テクノポリス推進

機構（IT 分野団体） 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

３ 特定非営利活動法人国際ゲーム開発者

協会（IGDA）日本（ゲーム分野団体） 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
東京都 

４ 
株式会社福島ガイナ（アニメ制作会社） 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

５ 株式会社バックボーンワークス（ＣＧ制作

会社） 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

６ 福島県デザイン振興会（デザイン分野団

体） 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

７ 
郡山市商工会議所（経済団体） 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

８ 株式会社 福島クリエーティブ（映像コンテ

ンツ制作会社） 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 
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９ 株式会社二葉写真製版 福島支社（マン

ガ出版社） 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

10 
東邦銀行 法人営業部 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

 

 

＜行政機関＞ 

構成機関の名称 役割等 都道府県名 

１ 
福島県 企画調整部地域政策課 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

２ 
郡山市 商業観光部観光課 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

３ 
須賀川市 文化スポーツ部文化振興課 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

４ 
伊達市 産業部商工観光課 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

５ 
南相馬市 経済部観光交流課 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

６ 
小野町 産業振興課 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

７ 
三春町 産業課 

人材育成協議会及び 

分科会委員 
福島県 

８ 
福島県 商工労働部 

人材育成協議会及び 

分科会委員 福島県 
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（２）事業の実施体制（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「福島県地域啓蒙のためのソフトコンテンツ人材育成事業」 

福島県内に点在している数々のソフトコンテンツを繋ぐことで、 

地域に必要となる中長期的な人材像を協議して見出し、専門学校での教育カリキュラムを開発する。 

本校のカリキュラムを改編しながら実践的な教育活動が継続できる様に協議体制の構築を推進する。 

人材育成協議会 

専門学校 

国際アート＆デザイン大学校 

（専門課程・高等課程） 

国際情報工科自動車大学校 

国際デザイン・ビューティ 

カレッジ 

河原デザイン・アート専門学校 

ASO ポップカルチャー専門学校 

専門人材育成カリキュラム 

を提示 

      行政機関 

福島県 企画調整部地域政策課 

福島県 商工労働部 

郡山市 産業観光部観光課 

須賀川市 文化振興課 

伊達市 産業部商工観光課 

南相馬市 経済部観光交流課 

小野町 産業振興課 

三春町 産業課 

福島県と地域自治体における 

将来像を提示 

     企業団体等 

福島県情報産業協会 

郡山地域テクノポリス推進機構 

国際ゲーム開発者協会日本 

福島ガイナ（アニメ） 

バックボーンワークス（CG） 

福島県デザイン振興会 

郡山商工会議所 

福島クリエーティブ（映像） 

二葉写真製版（マンガ出版） 

東邦銀行 

 

各業界が必要とする 

人材像を提示 

「産・学・官」連携により、地域に必要となる中長期的な人材像を協議 

マンガ分科会   

知識・技術を体系化し 

スキルマップを作成 

カリキュラム開発 

アニメ分科会  

知識・技術を体系化し 

スキルマップを作成 

カリキュラム開発 

ＩＣＴ・ゲーム分科会  

知識・技術を体系化し 

スキルマップを作成 

カリキュラム開発 

「実証講座・ワークショップ開催」 

中長期的人材育成の観点から、専門学校生向けのカリキュラムと 

習得すべきスキルマップを作成し、実証講座・ワークショップを開催する。 

また、早期専門人材育成の必要性から小学校⇒中学校⇒高等課程・高校生までに到達す

べきレベルを体系化する。 

検証評価委員会（企業団体等） 

委員による検証評価、及び受講生アンケート、講師評価等により 

スキルマップ、カリキュラムを改編する。 

Ａ 

Ｐ 

D 

Ｃ Ａ 



5 
 

（３）各機関の役割・協力事項について 

○教育機関 

マンガ分野、アニメ分野、ICT・ゲーム分野における、既存の専門人材育成カリキュラムを人材

育成協議会及び分科会において提示する。業界の企業・団体及び行政機関からの意見を集約

し、更には調査結果を参考として、中長期的人材育成の観点から、専門学校生向けのカリキュ

ラムと習得すべきスキルマップを作成し、実証講座・ワークショップを開催する。受講生に対す

るアンケート調査結果や講師からの講評を参考にして改変に取り組む。 

 

○企業・団体 

マンガ分野、アニメ分野、ICT・ゲーム分野における各業界企業・団体に委員として参画頂き、こ

れからの福島県にとって必要とする人材像について、人材育成協議会及び分科会において協

議する。特に近年の業界動向に基づき、必要となる知識・技術を体系化しスキルマップを作成

することに協力依頼している。 

また、各業界・団体において実施している人材育成事例や、地域啓蒙作品の制作事例につい

て発表し共有すること、更には学生のインターンシップ受入れや実証講座での最新機材貸し出

しと講師登壇について協力頂くこととなった。 

 

＜協力実績＞ 

福島ガイナ様（アニメ）、バックボーンワークス様（CG）、 

福島クリエーティブ様（映像）、二葉写真製版様（マンガ出版）より 

１．学生達のインターンシップの受入れ協力 

２．企業内の人材育成研修プログラムや事例提供協力 

３．実証講座での最新機材貸し出しと講師登壇協力 

４．学生の就職内定 

 

国際ゲーム開発者協会日本様より 

・ゲーム開発イベント（GrobalGameJam）への学生参加の機会提供協力 

・共通カリキュラムの開発及び実証講座の講師登壇協力 

・業界分析と必要となる人材像に関する資料作成協力 

 

福島県デザイン振興会様、郡山商工会議所様より 

・デザイン業界各社、地域企業各社に対する人材ニーズ調査の組織的協力 

・福島県広告業協会創立 30 周年事業との連携により、記念パネルディスカッションとして 

学生作品の発表の機会提供協力 

 

東邦銀行様より 

・地域での企業誘致、産業創出支援に関する事例提供協力（個別ヒアリング） 

・一般財団法人とうほう地域総合研究所様より、機関誌「福島の進路」の資料提供協力 
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○行政機関 

福島県と地域自治体に委員として参画頂き、策定している将来ビジョンの公表や今後必要とさ

れる人材像について、人材育成協議会及び分科会において提示頂き、協議することに協力依

頼している。 

また、今年度事業での人材ニーズ調査においては、県内行政機関の組織力をお借りして全県

的調査を実施することに協力を頂くこととなった。更に会議室の貸し出しや地域イベント行事で

の相互の協力体制により、地域活性化に資する人材育成の場を創出することで合意している。 

 

 

＜協力実績＞ 

福島県地域政策課より 

１．「福島県内行政に対するソフトコンテンツ人材ニーズ調査」において県内行政機関の組織力

をお借りして全県的調査の実施協力 

２．福島県商工労働部、東邦銀行などの委員参画にあたり紹介協力 

３．カリキュラム開発の考察のために、福島大学が事務局となって取り組んでいる「アカデミア・

コンソーシアムふくしま」研究員の紹介協力 

 

福島県商工労働部より 

・福島県内の企業立地、産業創出に関する事例・データ提供協力 

 

伊達市より 

・伊達市 PR アニメーション「政宗ダテニクル」を専門学校での教材として提供協力 

・「伊達市アニメツーリズム実行委員会」との連携により、地域啓蒙イベント「伊達なアニメフェ

ス」に学生参加の機会提供協力 

 

須賀川市より 

・「石背国建国 1,300 年 上人壇廃寺跡国史跡指定 50 周年記念事業」マンガ制作依頼を受

け、共通カリキュラム開発及び実証講座の題材として協力 

・「特撮文化推進事業実行委員会」の設立及び特撮関連ワークショップの開催により、学生たち

への学びの機会を提供協力 

 

三春町より 

・会議場所及び実証講座の開催場所として、公共施設の提供協力 

・「三春町アートクリエイター人材育成協議会」の設立により、地域の子供たち向け「三春町アー

トクリエイター教室」の企画・運営、及び地域の小学生、中学生向けカリキュラムと教材開発の

協力 
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※行政機関との包括連携協定締結について 

＜実績＞ 

田村市 平成 30 年 4 月 20 日 

郡山市 平成 30 年 5 月 9 日 

三春町 平成 30 年 5 月 24 日 

※平成 31 年 3 月中に、伊達市との包括連携協定締結を予定している。 

 

包括連携協定の概要は以下の通りである。 

・行政機関と専門学校（郡山のグループ５校「FSG カレッジリーグ」）が、相互かつ緊密に連携す

ることにより、双方の資源を最大限に活用した協働による活動を推進し、人材育成及び地域の

活性化に資することを目的とする。 

 

・連携事項については 

 ⑴ 地域人材の育成に関すること。 

 ⑵ 地域経済の活性化に関すること。  

 ⑶ 地域情報の発信に関すること。 

 ⑷ 地域観光の振興に関すること。 

 ⑸ 地域福祉の支援に関すること。 

 ⑹ デザインやアート等による新たな地域価値の創造に関すること。 

等を列挙し、各行政機関との協議によって連携事項を定める。 

 

・包括連携協定の締結により、学生達が行政の執り行う地域啓蒙に関するイベントや行事に参

加する機会を創出することで、学生自らが地域の課題を体験し課題解決に向かう解決力を培う

場とする。 

 

・本事業との関連においては、人材育成協議会への参画や協力は勿論のこと、行政との連携

による地域啓蒙のためのソフトコンテンツ企画提案や制作発表を通して、コンテンツ制作に携

わる専門学校生に求められる知識と技術を明確にするために連携事業を活用していく。 
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６ 事業の趣旨・目的 

 

  

東日本大震災から 7 年が経過した現在も、福島県では現在も 4 万 7 千人（県内 1.3 万人、県

外 3.4 万人）が避難し人口減少が続いている。 

福島県知事は、平成 27 年 3 月 11 日に福島県の現状課題と復興の展望について語り、「既存

産業の再生に併せ新産業の創出を進めているが、今後はソフトコンテンツの発信戦略も大事で

あり、クールジャパン、クールふくしまとして発信し、県のイメージを変えたい。」としている。 

平成 27 年 12 月に発表された「ふくしま創生総合戦略」においては、地方創生と人口減少に歯

止めをかける重点プロジェクトとして「県内高等教育機関と連携した地域産業を担う人材の育

成確保」、「ふくしまに縁のあるメディア芸術を活用したまちづくりの支援、ツーリズムの開発、本

県の魅力の発信」、「コンテンツ関連企業の県内進出に対する支援、クリエイターを目指す人材

の育成」などが必要な取り組みとして掲げられている。 

また、平成 26 年 11 月には福島県三春町にアニメーションスタジオである福島ガイナックスが

設立され、福島県と地域自治体を啓蒙する作品が次々と発表されている。 

福島県の地域課題解決のため更には地元雇用創出と観光拠点開発のため、ソフトコンテンツ

産業であるマンガ・アニメ・IT・ゲーム（クリエイティブ）分野の人材育成については、これまでも

取り組んできた産業界との連携に加え、福島県地域振興課及び県内自治体との関係を構築し

県内に点在している数々のコンテンツを繋ぎ、地域に必要となる中長期的な人材像を協議して

実践的な教育活動が継続できる様に産学官の連携で協議体制構築を進める必要があると考

え、「福島県地域啓蒙のためのソフトコンテンツ人材育成事業」を実施する。 
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７ 設置する人材育成協議会の役割 

【福島県におけるソフトコンテンツ産業人材育成の必要性】 

平成 27 年 12 月に発表された「ふくしま創生総合戦略」においては、地方創生と人口減少に歯

止めをかける重点プロジェクトとして「地方創生のための 7 つの挑戦」項目が掲げられている。 

その中にある ・「しごと」を支える若者の定着・還流プロジェクトでは 「県内高等教育機関と連

携した地域産業を担う人材の育成確保」、そして ・観光コンテンツ創出プロジェクトでは、 「ふ

くしまに縁のあるメディア芸術※を活用したまちづくりの支援、ツーリズムの開発、本県の魅力

の発信」、「コンテンツ関連企業の県内進出に対する支援、クリエイターを目指す人材の育成」

が必要な取り組みとして掲げられている。 

 

震災に伴う人口流出に加え、進学や就職を理由とした若年層の首都圏への人口流出が多い

福島県であるが、成長産業の人材育成と新産業創出による雇用の創出対策や、ふくしまの未

来を担う若年層の県内回帰・県内定着のための魅力ある教育と地元企業への就職支援、更に

は自らが新たな教育地域産業を生み出す企業支援などの対策が必要とされている。 

また、観光交流人口の拡大のためには、「ふくしまの魅力と今」が伝わるよう情報発信し、共感

の輪を広げることでイメージアップを図りひとの流れを呼び戻すことが必要とされており、コンテ

ンツを活用した観光拠点開発とインバウンド観光の発信についての必要性も叫ばれている。 

 

平成 26 年 11 月、福島県三春町にアニメーションスタジオである福島ガイナックスが設立され

た。 

「福島から明るい話題を作り、次世代の若者と世界に向け広く発信し、福島に興味を持ってもら

う事でイメージアップを図り福島復興に貢献する」事を設立趣旨としており、今日までに、福島

県の震災復興をテーマにした「みらいへの手紙」、伊達市ＰＲアニメ「政宗ダテニクル」、三春町

ＰＲアニメ「みはるのハルミーゴ」、ＮＨＫで全国放送された「想いのかけら」など、福島県や地元

自治体の啓蒙アニメ作品を多数制作発表している。 

福島から世界へマンガ、アニメのコンテンツを発信することは、災害から復興への道を歩む福

島県を啓蒙する強いメッセージを世界へ発信をしていくことであり、世界的ブランドを持つアニメ

企業の進出で地元雇用創出と観光拠点開発において震災復興に寄与する期待は大きく、新

産業創出に合わせて福島県内でのマンガ、アニメの分野を担う専門的人材育成が急務となっ

ている。 

 

本校では平成 26 年度から文部科学省中核人材養成事業において取り組み、業界企業の

方々のご協力により「マンガ、アニメ分野において地方から発信できるグローバルな人材育成」

カリキュラム、及び社会人等の学び直しのための「マンガ・アニメ分野の学び直し教育プログラ

ム」を開発し、地元の社会人等が福島県にとってのコンテンツ活用の必要性を理解し業界を支

える人材となることが出来る環境づくりに寄与してきた。 

 

県内はもとより、県外に避難している方々に学び直しの場を提供し、受講した後には福島に戻

り就職する機会となるように、学びやすいカリキュラムと学習システムの開発・検証を継続して

きており、平成 30 年度からは社会人の学び直し講座として開催していく。 
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今後のコンテンツ産業人材育成についてはこれまでの産業界連携に加え、福島県地域政策課

及びコンテンツ活用を推進している自治体との関係を構築することにより、県内自治体に点在

している数々のコンテンツを繋ぐことでお互いを知り、地域に必要となる中長期的な人材像を

協議して見出し、カリキュラムを改編しながら実践的な教育活動が継続できる様に協議体制の

構築を進める必要がある。 

 

※メディア芸術：映画、漫画、アニメーション、ＣＧアート、ゲームや電子機器等を利用した新し

い分野の芸術の総称（文化庁による） 

 

【福島県におけるソフトコンテンツ産業人材育成協議会の役割】 

地域経済の活性化のためにソフトコンテンツ分野での新産業の創出がなされているが、その

業界を継続的に支えるためには、マンガ、アニメ、ＩＴ・ゲームなど独自文化の醸成と必要となる

知識と技術習得のために教育カリキュラムの開発が必要である。例えば、マンガ文化で地域お

こしを実践している先進地高知県での取り組みのように子供たちへの学びの訴求が必要であ

り、作品作りとその作品を評価する仕組みが求められている。 

また、“九州・福岡を世界が目指すゲーム産業都市にする”を合言葉に誕生した「福岡ゲーム

産業振興機構」は、日本ゲーム業界史上初「産・学・官」の人材育成に関する連携機構として

全国から注目を集めている。 

福島県内においても点在するコンテンツ毎の人材ニーズを把握・共有し、適時に改善がなされ

るプロセスが確立できる PDCA マネジメントサイクルを取り入れ「産・学・官」がそれぞれ必要と

する人材像について活発に意見交換することで、中長期的に必要とされる地域人材像を明確

に出来る協議体とする。また、事業終了後の組織の自立化についても検討を重ねる。 

 

計画（Plan） 

① 「福島県内行政に対するソフトコンテンツ人材ニーズ調査」を実施する。 

平成 29 年度は、委員として参画頂いた地域行政（伊達市、三春町、小野町、南相馬市）の

方々から、既存のコンテンツ産業とコンテンツの活用事例、及び今後展開される先端ＩＣＴやプ

ログラミング技術が求められる分野について人材ニーズのヒアリング調査を実施した。 

昨年度の最終分科会での意見として、既にコンテンツの活用を始めている地域の人材ニーズ

や課題は見えてきたが、福島全体での人材育成像を明らかにするためには、県内各地域行政

がソフトコンテンツを使って何を発信したいのか、それに関わるどの様な人材像を必要としてい

るのかを調査する必要がある、との内容を受け県内一円の人材ニーズ調査を実施することと

する。 

平成 30 年度は調査対象を県内一円に広げ、地域行政の将来ビジョンに合わせた人材育成カ

リキュラムを開発するために、福島県内の行政機関及び民間企業が発信するソフトコンテンツ

活用事例と、これから求められるソフトコンテンツ業界の人材ニーズをアンケート調査で探る。 

 

②人材育成協議会においては、全体の開発方針と共通カリキュラムを協議する。 

福島県が世界に向けて発信しているソフトコンテンツの成功事例や、専門学校と同世代が体験
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している福島大学の「ふくしま未来学」などを考察し、地域啓蒙コンテンツを制作するために必

要となる「福島を知るための共通カリキュラム」と、制作に必要となる「発想力を培う共通カリキ

ュラム」について協議する。 

 
③「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の各分科会においては、業界ごとの「個別

カリキュラム」を協議する。 

「福島県内行政に対するソフトコンテンツ人材ニーズ調査」結果をもとに、求められる人材像と

必要とされる知識・技術を体系化し必要となるスキルや資格を分類したスキルマップを策定し、

ベースとなる専門学校生向けカリキュラムを開発する。 

 

④福島県が掲げる復興・創生ビジョンと業界が掲げる将来ビジョンのマッチングを協議する。 

 

※特に地域の子供たちが成長し将来的には福島において新産業を支える人材となれるよう、

専門学校で必要となるカリキュラムを開発する。また、どの年代からでも業界を目指すことがで

きるように、学び直しの機会の継続的に提供できるよう検討を重ね、若者世代の定着の機会を

創出する。 

 

実行（Do） 

平成 29 年度においては 

「人材育成協議会」及び「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野における

「分科会」を開催した。 

「人材育成協議会」では、行政、業界、専門学校、それぞれの人材育成事業について情報共有

や、人材育成の先進地調査報告を行い、情報共有を経てから「分科会」にて各分野の人材像

について協議した。 

 

平成 30 年度においては 

協議や調査の内容から見えてきた地域の課題や業界ごとの課題に対して、掘り下げるべきポ

イントを掲げ、人材育成協議会においてはカリキュラム全体の開発方針を定め、分科会におい

て、「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野における人材育成ビジョンシー

ト、スキルマップ、個別カリキュラム及びコマシラバス、ワークショップ教材開発、スキル達成度

基準、作品評価基準を策定し公開する。 

 

※カリキュラム開発にあたっては、専門学校生向けのカリキュラムを中心に開発し、他の世代

に対しては世代別に必要とされる参考到達スキルを記載する。 

 

 

評価（Check） 

・検証・評価委員会を設置し、開発したカリキュラムとシラバスに沿って設定された項目ごとの

達成度基準により、自己評価と講師評価による 2 面で評価分析を行う。 

・評価結果はカリキュラムの改善や指導方法の見直しに活用し、精度向上を図る。 
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・達成されていない項目に対しては、委員において協議し、シラバスの内容や実習課題の修正

と見直しを行う。 

 

【実証講座受講者の評価】 

・各カリキュラムの受講項目毎に、「知識・技術」の習得に関する項目はアンケート方式の自己

評価報告と、講師による採点で達成度評価を実施する。コンテンツが完成するまでの制作過程

についてシラバスの項目と合わせた内容とし、評価方法は習得レベル評価と作品添削コメント

による評価とする。また、完成作品の発表プレゼンテーションを実施して、「発想力・企画力」に

関する項目を評価し、合わせて総合評価とする。 

 

【企業・業界団体による検証】 

・受講者及び講師からの達成度評価を基に、業界で必要となる知識と技術に関するスキルマッ

プの項目が達成されているかの観点で検証する。スキルマップの項目に合わせた習得度の点

数評価をグラフに表し、分類された項目をバランスよく習得しているかを視覚的にもわかりやす

く検証する。更に、業界プロの評価観点から完成した作品評価を実施し、マンガ、アニメ、ゲー

ム分野それぞれの特性を生かした啓蒙作品に仕上がっているかを検証する。 

 

【行政による検証】 

・受講者が制作する「地域を啓蒙する作品」について、「福島を知るための共通カリキュラム」と

「発想力を培う共通カリキュラム」で設定される評価基準に沿って評価し、地域のビジョンに合

わせた啓蒙内容になっているか、地域課題を解決し魅力を発信できる発案や工夫が盛り込ま

れているか、の観点で検証する。 

 

改善（Action） 

評価の結果を検証・評価委員会において協議し、シラバスの内容や実習課題、講座運営の修

正でカリキュラム全体に反映させる。 

 

※ Check⇒ Action が速やかに実行できるよう委員会開催に努め、評価の結果により新たに

導入すべき項目も検討する。 

上記、ＰＤＣＡサイクルを年度毎に確実に実行し、求められる人材像に合わせてカリキュラムと

実証講座・ワークショップの精度向上を目指す。 

 

【委託事業終了後の目指す方向性】 

子供たちに対するワークショップを実施し体験させることから、高等教育、社会人の学び直しま

ですべての世代に対する一貫したスキルマップや教育カリキュラムを策定し、教育の機会を継

続することが、地域の文化の醸成と新産業を支える人材育成に必要な事と考え、人材育成協

議会の中で以下の方向性を示して継続的な人材育成協議会の自立化に取り組む。 

 

1.福島県及び地域自治体と業界の将来ビジョンマッチングにより、 「マンガ分野」、「アニメ分

野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」における全世代型人材育成カリキュラムを構築し「産・学・官」が協力
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して教育の機会を継続的に提供することで、地域産業発展に貢献できる人材を育成する。 

 

2.福島県を啓蒙するソフトコンテンツを創造できる人材育成により、完成した作品をインターネッ

トを活用して国内外へアピールすることによって、福島への新しい人の流れと需要を取り込み、

コンテンツを活用した観光交流人口を増やす。 

 

3.インターネットとデジタルツールを活用することで、地方に居ながらにして新産業の制作拠点

の中心となって活躍できる人材を育成することと、福島と海外を直接橋渡し出来るグローバル

人材を育成することが、福島での課題解決の一翼を担うことになると考え、留学生を積極的に

受け入れる社会支援体制を整備する。 

 

4.委託事業終了後も継続的な人材育成協議会の取り組みとなるよう自立化に取り組む。 

①開発したスキルマップやカリキュラム、及びワークショップの手法は誰でも活用できるよう専

用ホームページで公開を続けるともに、その内容や活用方法についての説明会を開催して広く

普及に努める。 

 

②全世代に向けた教育が実施できるよう、地域の教育委員会や生涯学習センター、経済団体

との連携により、地域のイベント開催に合わせて作品コンテストの開催や作品発表が出来る仕

組みを構築し、 「産・学・官」が意見交換できる場を継続する。 

 

③ソフトコンテンツを活用したまちづくりの支援、ツーリズムの開発によって交流人口を増やせ

るよう、インターネットや SNS を活用した情報発信に努める。 

 

④福島県がソフトコンテンツ産業のモデル地域となれるよう、 「産・学・官」が連携して東南アジ

ア諸国との交流を継続しコンテンツ商談会が開催できる体制を目指す。 

 

⑤平成 31 年度には、委託事業終了後の取り組み内容について協議された内容を公開し、継

続的な人材育成協議会を開催する。 

 

※特に平成 31 年度は、今年度の人材育成協議会において福島県地域政策課様から提案の

あった「（仮称）ふくしまソフトコンテンツネットワーク」について継続的に協議し、設立に至るまで

の協議内容を公開する。 
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８ 取組の年次計画  ※各年度に実施する取組（３年間）を記載すること。 

＜２９年度＞実績 

第 1 回 人材育成協議会及び分科会（平成３０年 1 月 12 日） 

参加状況：行政(４名)、業界（８名）、専門学校（１１名） 

議題：行政、業界、学校、それぞれの人材育成事業について情報共有 

①福島県地域政策課 

②福島ガイナックス（アニメ分野） 

③株式会社二葉写真製版 福島支社（マンガ分野） 

④公益財団法人 郡山地域テクノポリス推進機構（ICT 分野） 

⑤国際ゲーム開発者協会（IGDA）日本（ゲーム分野） 

⑥FSG カレッジリーグの産学官連携事業 

⑦伊達市 

※事例共有後に第１回分科会を開催。 

 

第 2 回 人材育成協議会及び分科会（平成３０年 2 月 15 日） 

参加状況：行政（６名）、業界（１０名）、専門学校（１２名） 

議題：人材育成の先進地調査について情報共有 

①福岡調査報告 

②東京調査報告 

③高知調査報告 

●調査を終えてのまとめ 

調査に同行した行政機関からの発表 ・福島県地域政策課 ・伊達市 ・三春町 

※調査報告後に第２回分科会を開催。 

 

【人材育成協議会での地域課題】 

・人材育成の先進地においては、①「学ぶ場所」、②「発表する場所」、③「働く場所」のバ

ランスや連携が取れている。 

・福島県内においても、小学校から社会人までの段階に合わせて場所が提供される仕組

み作りが必要と考え、それを踏まえて専門学校という「学ぶ場所」の役割と学びの仕組み

を検討し、専門学校のカリキュラムを策定する必要がある。 

・地域行政と連携した地域啓蒙イベントや行事において、業界有識者によるコンテンツ制

作のワークショップを開催することで専門学校生の学びの場所を拡充することや、作品を

発表する場所を創出することが必要である。 

・県内の業界団体・企業と連携したインターンシップ受け入れ等で、卒業後の働く場所を

創出することが必要である。 

 

【分科会での業界課題】 

「マンガ分科会」における課題抽出 

・パソコンとソフトウェアを活用したデジタル制作手法は専門学校のカリキュラムとしても

一般的になってきているが、更なるデジタル化と技術革新が進み、スマートフォンと指先
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を使った新しい描き方も登場している。 

・マンガが描けるという技術を社会で活かすために、地域の偉人や観光地など地元物語

を英文翻訳するなどで外国人観光客に供給できることなどを、行政や経済団体に売り込

むことはできないか。 

・マンガを描くためにはまずは発想が大事なので、アイデアを閃く、考えるという教育が必

要。描き方は教えれば覚えられるが発想を出させるためには何が効果的か検討。 

・地元啓蒙マンガ作品を制作するにあたり、地元素材を使うことは取材の過程で地元を良

く知る機会になる。 

 

「アニメ分科会」における課題抽出 

・アニメーター人材の必要性は変わらないが、業界全体ではプロデューサーが足りないの

で、その育成を核に据えた教育ができないか。 

・福島にある歴史や面白いネタを元に制作して発信するためには福島県を知っている必

要がある。福島を知るためのカリキュラムとして福島大学で取り組んでいる「ふくしま未来

学」があるので専門学校でも導入を検討できないか。 

・アニメ制作においてもワークショップ形式での学びは必要。制作作業には役割分担があ

り、ひとつの物を作り上げていけばプロデュース力にも繋がる。 

 

「ICT・ゲーム分科会」における課題抽出 

・地方に拠点を作りたいといった相談があるが、業務にあたれるレベルのエンジニアが採

用できるのか、が問題となる。スキルマップの元となる情報を集め及第点を見つけなけれ

ばならない。 

・海外のクリエイター、東京で活躍するクリエイター、同世代の学生と交流を深めながらゲ

ーム開発を体験するワークショップで底上げを図る必要がある。 

・業界必須の知識と技術に加えて、バックグラウンドでは福島県が力を入れるインバウン

ドや観光に ICT・ゲームを活用できる人材育成が必要。 

 

【平成 30 年度事業に向けて】 

上記課題を踏まえ、人材育成協議会での地域課題に対応する内容として 

・参画頂く地域行政との連携で、地域イベントや行事でのコンテンツ制作ワークショップの

協同開催や作品発表の機会創出 

・参画頂く地域企業及び団体との連携で、インターンシップ受け入れの機会創出 

を協議するとともに、福島県においてはソフトコンテンツ産業の基盤が弱いので、企業誘

致等の対策強化が必要、という点を掘り下げていく。 

 

また、分科会での業界課題に対応する内容として 

・地域の歴史や偉人、観光地や地元ネタを題材にしたコンテンツ制作の手法 

・外国人観光客をターゲットにしたコンテンツ制作でインバウンド対策に活用 

・地元福島を理解し、課題解決に向けた発信力を養うためのカリキュラム内容 

・制作力のみならず、企画力やプロデュース力、発想力を養うためのカリキュラム内容 
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・プロのクリエイターから学び、学生同士が交流しながら制作体験できるアクティブラーニ

ング形式のワークショップの開催 

を協議するとともに、分科会での業界課題を分類すると、業界ごとに必要となる知識、技

術の項目に分類される内容と、共通する内容に分類される内容とに分けることができる

ので、「共通カリキュラム」と「個別カリキュラム」とに分けて開発に取り組む。 

 

～調査の実施～ 

「マンガ分野」高知県 

「アニメ分野」東京都 

「ＩＣＴ・ゲーム分野」福岡県 

 

～成果物～ 

＜事業成果報告書＞ 

＜人材育成の先進地調査報告書＞ 

「マンガ分野」高知県 調査報告書 

「アニメ分野」東京都 調査報告書 

「ＩＣＴ・ゲーム分野」福岡県 調査報告書 

 

＜３０年度＞実績 

【人材育成協議会及び分科会の実績】 

第 1 回 人材育成協議会及び分科会（平成３０年８月２９日） 

参加状況：行政(４名)、業界（８名）、専門学校（１１名） 

議題：・平成 29 年度の振り返り・平成 30 年度事業の紹介 ・事業推進スケジュール 

取組内容の説明をもとに協議 

１．「福島県内行政に対するソフトコンテンツ人材ニーズ調査」の実施 

２．人材育成協議会にて、人材育成の全体の開発方針を定め、「共通カリキュラム」と「個

別カリキュラム」とに分けて開発 

３．開発した暫定的カリキュラムをもとにワークショップ形式の実証講座を開催 

４．地域行政と連携したイベント、行事への参加で人材育成の学びの場と発表の場を創

出 

※人材育成協議会開催後に第１回分科会「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分

野」を開催。 

 

第 2 回 人材育成協議会及び分科会（平成３１年１月１１日） 

参加状況：行政（８名）、業界（８名）、専門学校（８名） 

議題：以下の内容をもとに協議 

1．連絡調整会議での地域連携事例発表の共有 

２．「（仮称）ふくしまソフトコンテンツネットワーク」について 

３．地域のイベント「マジカル福島」について 

４．人材ニーズ調査の実施協力について 
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※人材育成協議会開催後に第 2 回分科会「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム

分野」を開催。 

 

第 3 回 人材育成協議会及び分科会（平成３１年２月１５日） 

参加状況：行政（８名）、業界（１０名）、専門学校（１１名） 

議題： 

1．「共通カリキュラム」及び実証講座の発表 

２．行政連携によるマンガ作品制作事例の発表 

３．ソフトコンテンツ教育における事例考察 

４．（仮称）「ふくしまソフトコンテンツネットワーク」について 

５．産学官連携事業の組織的推進について 

・三春町 「アートクリエイター教室事業」 

・須賀川市 「特撮文化推進事業実行委員会」、７月７日「特撮の日」制定 

・伊達市 伊達市アニメツーリズム実行委員会「伊達なアニメフェス」 

「包括連携協定締結」の準備 

６．「ふくしま e スポーツ推進連絡会」について 

講評 

・福島県地域政策課 課長   加藤靖宏 様 

・学校法人河原学園      中村 亮 様 

・学校法人麻生塾      安部倫太朗 様 

・株式会社三菱総合研究所  山口健太郎 様 

・ＦＳＧカレッジリーグ 常務理事 双石 茂 

※人材育成協議会開催後に第 3 回分科会「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム

分野」を開催。 

 

【実証講座の実績】 

「須賀川市役所から依頼のマンガ制作事例」を題材として 

「石背国建国 1,300 年 上人壇廃寺跡国史跡指定 50 周年記念事業」 

 

依頼内容 

小学校高学年～中学生を対象とした、マンガ（イラスト）仕立ての冊子を作成し、市内小

学校 6 年生・中学 3 年生などに配布し、事業の周知を図る。 

 

取り組み経過 

①平成 30 年 10 月 26 日 バス（須賀川市所有のバスを使用）で須賀川市内 

地域を知る 共通カリキュラム開発 講師：須賀川市役所文化振興課 様 

②11 月 9 日 講義（１）「福島県の古墳時代と岩瀬郡」 

地域を知る 共通カリキュラム開発 講師：須賀川市役所文化振興課 様 

③12 月 17 日 講義（２）「福島県の奈良時代と石背国」 

地域を知る 共通カリキュラム開発 講師：須賀川市役所文化振興課 様 
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④12 月 17 日、 1 月 28 日 

ワークショップ『創発への誘い』（実証講座として開催） 

発想を広げる 共通カリキュラム開発 講師：IGDA 日本 中林寿文 様 

⑤平成 31 年 2 月 14 日 制作進捗確認会 

講師：本校講師 及び 須賀川市役所文化振興課 様 

 

今後の予定 

2 月中 制作進捗確認 セリフや言い回しの確認 

3 月 18 日 作品データ入稿 

3 月中 完成披露の予定 

 

【地域行政との組織的連携事業実績】 

・三春町 

「三春町アートクリエイター教室」：企画・運営・カリキュラム・教材開発 

7 月 22 日、8 月 19 日 夏休み体験型アートクリエイター教室の開催 

9 月 23 日から 2 月 24 日までの月 1 回 学習型アートクリエイター教室の開催 

9 月 23 日 「愛姫イラストコンテストに応募しよう！」 

10 月 21 日 「愛姫キャラが出来るまで」 

11 月 18 日「キャラクターをつくってみよう」 

12 月 23 日「ストーリーをつくってみよう」 

1 月 27 日「1 ページイラストマンガを完成させよう！」 

2 月 24 日「デジタルペイントを体験しよう！」 

「愛姫イラストコンテスト」の開催：企画・審査 

募集期間：8 月 10 日から 10 月 23 日 

・塗り絵部門（小学生以下部門） 

・イラスト部門（全年齢対象） 

 

・須賀川市 

11 月 3 日 「特撮文化推進事業実行委員会」設立総会及び特撮シンポジウムの開催 

2 月 2 日、3 日 特撮文化デーの開催 及び 7 月 7 日を特撮の日として制定 

 

・伊達市 

9 月 30 日 「伊達市アニメツーリズム実行委員会」との連携により「伊達なアニメフェス

2018」に学生が参加出展 

 

 

＜３１年度＞ 

～実行（Do）～ 

・30 年度の実施状況と改善状況を踏まえ、分科会にて、「マンガ分野」、「アニメ分野」、「Ｉ

ＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野における人材育成ビジョンシート、スキルマップ、個別カリキュ
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ラム及びシラバスを再検討する。 

・アクティブラーニング手法を用いた実証講座・ ワークショップを開催し、スキルマップ・カ

リキュラム等の改編に取り組む。 

・地域行政と連携したイベント、行事への参加で人材育成の学びの場と発表の場を創出 

 

～評価（Check）～ 

・検証・評価委員会を設置し、開発したカリキュラムとシラバスに沿って設定された項目ご

との達成度基準により、自己評価と講師評価による 2 面で評価分析を行う。 

・評価結果はカリキュラムの改善や指導方法の見直しに活用し、精度向上を図る。 

・達成されていない項目に対しては、委員において協議し、シラバスの内容や実習課題

の修正と見直しを行う。 

 

～改善（Action）～ 

評価の結果を検証・評価委員会において協議し、シラバスの内容や実習課題、講座運営

の修正でカリキュラム全体に反映させる。 

 

～成果物～ 

＜福島県における人材育成ビジョンシート＞（改訂版） 

福島県内の人材ニーズ調査を踏まえ、「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」

の 3 分野における人材育成ビジョンを公開し、県内現状の課題と今後のあり方を示す。 

地域啓蒙のためのソフトコンテンツ人材育成に必要となるスキルを体系化し、中長期的

に必要となる人材像をまとめ、専門学校に必要となるモデルカリキュラムを公開する。 

 

＜業界スキルマップ・共通カリキュラム 及び 個別カリキュラムの策定、ワークショップ

教材開発＞（改訂版） 

・「福島を知るための共通カリキュラム」及び「発想力を培う共通カリキュラム」 

（地域啓蒙コンテンツ制作に携わるために共通で必要となるカリキュラム） 

・「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の業界スキルマップ 

（必要なスキルの分類、階層化、基準の策定） 

・業界ごとの「個別カリキュラム」及びシラバス（科目設定、教育内容、習得目標の策定） 

コマシラバス、ワークショップ教材開発、スキル達成度基準、作品評価基準を策定 

し公開する。 

 

＜人材育成協議会の自立化ロードマップ＞ 

・人材育成協議会の企画から設置・運営、そして自立化までのプロセスをまとめ、特に今

年度から取り組む地域行政機関との包括連携協定の締結により、委託事業終了後にも

組織が自立して継続的な議論ができる取り組み内容について公開する。 
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９ 事業を実施する上で設置する会議  ※複数の会議を設置する場合には、欄を適宜追加して記載すること。 

会議名① 人材育成協議会 

役割・目的 カリキュラムの開発方針、事業の推進に関する方針を協議して決定する 

検討の 

具体的内容 

平成 30 年度計画 

1.事業の趣旨、目的に沿ったカリキュラム等の開発方針の決定 

2.事業推進全体の運営スケジュールと予算の協議、確認 

3.ＰＤＣＡサイクルを取り入れた協議、実行、改善 

 

【事業スケジュール】＜実績＞ 

・人材育成協議会 ⇒①８月 ②１月 ③２月 

・分科会 ⇒①８月 ②１月 ③２月 

・実証講座 ⇒１１月より「マンガ分野」で行政から依頼案件を題材にワー

クショップ形式で開催 

・「共通カリキュラム」の開発⇒「地域を知る」カリキュラム、「発想を広げ

る」カリキュラムの開発と公開 

・調査 「福島県内行政に対するソフトコンテンツ人材ニーズ調査」 

  ⇒調査未了のため今年度中に実施し、次年度の協議開始時に反映 

 

【協議内容】＜実績＞ 

①第 1 回人材育成協議会（８月） 

・「福島県内行政に対するソフトコンテンツ人材ニーズ調査」を福島県の組

織的協力で実施することを協議し調査項目を策定。 

・人材育成の全体の開発方針を定め、「共通カリキュラム」と「個別カリキ

ュラム」とに分けて開発。 

・「共通カリキュラム」を開発するため、福島県が世界に向けて発信してい

るソフトコンテンツの成功事例や、専門学校と同世代が体験している福島

大学の「ふくしま未来学」などを考察。 

・人材ニーズ調査の結果をもとに、「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲ

ーム分野」の 3 分野における業界に必要なスキルマップの分類と作成に

ついて取り組み、専門学校生向けのカリキュラムを開発。 

・地域行政との連携で、地域イベントや行事でのワークショップ協同開催

や作品発表の機会創出に取り組むとともに、地域企業及び団体との連携

によるインターンシップ受け入れ等で、卒業後の働く場所を創出すること

に取り組む。 

・福島県においてはソフトコンテンツ産業の基盤が弱く、企業誘致等の対

策強化が必要となる点を掘り下げるために、福島県の担当者や地元金融

機関の委員参画や、業界関係者を招聘して協議検討する。 
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②第 2 回人材育成協議会（１月） 

１．連絡調整会議での地域連携事例発表の共有 

２．「（仮称）ふくしまソフトコンテンツネットワーク」について 

３．地域のイベント「マジカル福島」について 

４．人材ニーズ調査の実施協力について 

 

③第 3 回人材育成協議会（2 月） 

1．「共通カリキュラム」及び実証講座の発表 

２．行政連携によるマンガ作品制作事例の発表 

３．ソフトコンテンツ教育における事例考察 

４．（仮称）「ふくしまソフトコンテンツネットワーク」について 

５．産学官連携事業の組織的推進について 

・三春町 「アートクリエイター教室事業」 

・須賀川市 「特撮文化推進事業実行委員会」７月７日「特撮の日」制定 

・伊達市 伊達市アニメツーリズム実行委員会「伊達なアニメフェス」 

「包括連携協定締結」の準備 

６．「ふくしま e スポーツ推進連絡会」について 

 

・地域啓蒙コンテンツを制作するために必要となる「福島を知るための共

通カリキュラム」と、制作に必要となる「発想力を培う共通カリキュラム」に

ついて協議し、共通カリキュラムを策定する。 

 

・カリキュラム開発に必要な考察として、有識者を招聘する予定であった

が個別の訪問によるヒアリングを実施して協議会で資料を共有した。 

1.福島大学（福島県より紹介）：「ふくしま未来学」について 

⇒ 福島大学 地域連携課 

アカデミア・コンソーシアムふくしま(ACF) 事務局 

    『「知」と「地」の響鳴ふくしま』 

2.日本動画協会：アニメ業界の最新動向と地方スタジオについて 

⇒ アニメ産業レポート 2018 サマリー（日本語版） 

 

・今年度の人材育成協議会の協議内容のまとめとして、「人材育成ビジョ

ンシート（概要）」を公開する。 

 

4.事業終了後の組織の自立化についての検討を重ねる。 

※最終年度の成果物として 

「人材育成協議会の自立化ロードマップ」を公開する。 
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会議での 

議論結果の 

活用方法 

＜福島県における人材育成ビジョンシート＞ 

・「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野における人材

育成ビジョンを公開し、県内現状の課題と今後のあり方を示す。 

＜業界スキルマップ・カリキュラムの策定、ワークショップ教材開発＞ 

・「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野におけるコマ

シラバス、ワークショップ教材開発、スキル達成度基準、作品評価基準を

策定し公開する。 

＜専用ホームページでの情報共有と活用＞ 

・専用ホームページで、事業成果報告及び事業成果物の周知と共有す

る。 

・実施校及び連携校の人材育成カリキュラムとして提供するとともに実施

結果をもとに更なる改編や新規項目追加を実施する。 

委員数     ３１人 開催頻度 年 3 回 

 

   【構成員】 

 

 氏名 所属・役職 

１ 中野 寿郎 国際アート＆デザイン大学校／学校長 

２ 双石 茂 学校法人国際総合学園／常務理事 

３ 水野 和哉 学校法人国際総合学園／事業政策部 部長 

４ 菅野 浩二 学校法人国際総合学園／地域連携 

５ 伊藤 智 国際アート＆デザイン大学校高等課程／副校長 

６ 和田 秀勝 国際情報工科自動車大学校／副校長 

７ 佐藤 日和 国際アート＆デザイン大学校／教務部長 

８ 小野里 俊哉 国際アート＆デザイン大学校／事務局長 

９ 三上 洋平 国際アート＆デザイン大学校／教務 

10 山田 直美 国際アート＆デザイン大学校／教務 

11 岩神 義宏 学校法人 龍馬学園／副部長 

12 中村 亮 学校法人 河原学園／教頭 

13 荒木 俊弘 学校法人 麻生塾／校長代理 

14 黒坂 真志 福島県情報産業協会／代表理事 

15 鈴木 秀明 郡山地域テクノポリス推進機構／事務局長 

16 中林 寿文 国際ゲーム開発者協会（IGDA）日本／副理事長 

17 浅尾 芳宣 株式会社福島ガイナ／代表取締役 

18 飯島 貴志 株式会社バックボーンワークス／代表取締役 

19 西家 千尋 福島県デザイン振興会／会長 

20 鈴木 英夫 郡山商工会議所／経営支援課 

21 大塚 敏則 株式会社福島クリエーティブ／副社長 
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22 伊藤 隆之 株式会社二葉写真製版福島支社／支社長 

23 加藤 靖宏 福島県企画調整部地域政策課／課長 

24 伊藤 聖隆 郡山市産業観光部観光課／係長 

25 秡川 千寿 須賀川市文化スポーツ部文化振興課／課長 

26 橘内 重康 伊達市産業部商工観光課／課長 

27 武田 智芳 南相馬市経済部観光交流課／課長 

28 今泉 令子 小野町産業振興課／副課長 

29 新野 徳秋 三春町産業課／課長 

30 松津 和宏 福島県 商工労働部 商工総務課／主査 

31 石川 淳一 東邦銀行 法人営業部 公務・地域振興課／課長 

 

 

 

 

 

 

会議名② 「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」（各分科会及び合同会議） 

役割・目的 
人材育成協議会の決定をもとに、各分野における業界動向や業界ニーズ

を把握し、スキルマップやカリキュラムを開発する 

検討の 

具体的内容 

平成 30 年度計画 

「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の分科会と合同会議を

同日に開催 

各分野の有職者を中心とする分科会においては、業界毎の人材ニーズで 

人材育成のあり方を協議するとともに、分科会後には合同会議の場を設

けて分野相互の意見交換や各行政の方々からの意見を頂き以下の内容

を検討する。 

1.最新の業界動向や業界ニーズの把握・共有 

2.人材像と必要な知識・技術を体系化し、必要となるスキルや資格を分類

した専門学校生向けスキルマップを策定 

3.ＰＤＣＡサイクルを取り入れた協議、実行、改善 

「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野において、必

要とされる知識・技術が習得できるよう、福島県における人材育成ビジョ

ンシートを策定し、専門学校生向けのカリキュラムを中心に開発する。 

 

【事業スケジュール】＜実績＞ 

・分科会 ①８月 ②１月 ③２月 

 

【協議内容】 
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①第 1 回分科会（８月） 

・専門学校から提示される「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分

野」３分野の専門人材育成カリキュラムをもとに、業界の企業・団体及び

行政機関からの意見を集約し、スキルマップに必要なスキルと資格の分

類を協議する。 

・昨年度の抽出課題を踏まえ、カカリキュラムに組み込む内容として以下

を検討する。 

・地域の歴史や偉人、観光地や地元ネタを題材にしたコンテンツ制作の

手法。 

・外国人観光客をターゲットにしたコンテンツ制作でインバウンド対策に活

用。 

・プロのクリエイターから学び、学生同士が交流しながら制作体験できる

アクティブラーニング形式のワークショップの開催。 

・11 月に開催する実証講座に向けて、アクティブラーニング手法でのワー

クショップで使用する教材の内容と講師の選定。 

 

②第 2 回分科会（１月） 

１．地域啓蒙のためのソフトコンテンツの事例共有 

２．人材ニーズ調査のアンケート項目について 

３．教育カリキュラム「個別カリキュラム」策定のための必須スキル項目に

ついて 

 

③第 3 回分科会（２月） 

１．人材ニーズ調査のアンケート項目について 

２．業界における人材育成の事例共有 

  ・必須スキルの習得 

  ・研修やワークショップの手法 

  ・スキル評価方法 

・カリキュラム及びシラバスでは、習得すべき科目設定、教育内容、習得

目標を策定する。 

 

・次年度、スキルマップでは、各業界に必要なスキルの分類、階層化、基

準を策定する。 

 

会議での 

議論結果の 

活用方法 

＜業界スキルマップ・カリキュラムの策定、ワークショップ教材開発＞ 

「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」3 分野のスキルマップ・

カリキュラム・ワークショップ教材開発・スキル達成度基準、・作品評価基

準を公開する。 

※カリキュラム開発にあたっては、専門学校生向けのカリキュラムを中心

に開発し、他の世代に対しては世代別に必要とされる参考到達スキルを
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記載する。 

＜専用ホームページでの情報共有と活用＞ 

・専用ホームページで、事業成果報告及び事業成果物の周知と共有を図

る。 

・実施校及び連携校の人材育成カリキュラムとして提供するとともに実施

結果をもとに更なる改編や新規項目追加を実施する。 

委員数      ２７人 開催頻度 年 3 回 

    

【構成員】 

【マンガ分野分科会】 

 氏名 所属・役職 

１ 伊藤 智 国際アート＆デザイン大学校高等課程／副校長（マンガ） 

２ 小野里 俊哉 国際アート＆デザイン大学校／事務局長（マンガ） 

３ 山田 直美 国際アート＆デザイン大学校／教務（マンガ） 

４ 岩神 義宏 学校法人 龍馬学園／副部長（マンガ） 

５ 中村 亮 学校法人 河原学園／教頭（マンガ） 

６ 西家 千尋 福島県デザイン振興会／会長（マンガ） 

７ 鈴木 英夫 郡山商工会議所／経営支援課（マンガ） 

８ 伊藤 隆之 株式会社二葉写真製版福島支社／支社長（マンガ） 

 

【アニメ分野分科会】 

 氏名 所属・役職 

１ 三上 洋平 国際アート＆デザイン大学校／教務（アニメ） 

２ 浅尾 芳宣 株式会社福島ガイナ／代表取締役（アニメ） 

３ 飯島 貴志 株式会社バックボーンワークス／代表取締役（アニメ） 

４ 大塚 敏則 株式会社福島クリエーティブ／副社長（アニメ） 

５ 加藤 靖弘 福島県企画調整部地域政策課／課長（アニメ） 

６ 橘内 重康 伊達市産業部商工観光課／課長 

７ 今泉 令子 小野町産業振興課／副課長 

８ 松津 和宏 福島県 商工労働部 商工総務課／主査 

９ 石川 淳一 東邦銀行 法人営業部 公務・地域振興課／課長 

 

【ICT・ゲーム分野分科会】 

 氏名 所属・役職 

１ 和田 秀勝 国際情報工科自動車大学校／副校長（ICT・ゲーム） 

２ 佐藤 日和 国際アート＆デザイン大学校／教務部長（ICT・ゲーム） 

３ 荒木 俊弘 学校法人 麻生塾／校長代理（ICT・ゲーム） 

４ 黒坂 真志 福島県情報産業協会／代表理事 
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５ 鈴木 秀明 郡山地域テクノポリス推進機構／事務局長（ICT・ゲーム） 

６ 中林 寿文 国際ゲーム開発者協会（IGDA）日本／副理事長（ICT・ゲーム） 

７ 伊藤 聖隆 郡山市産業観光部観光課／係長 

８ 秡川 千寿 須賀川市文化スポーツ部文化振興課／課長 

９ 武田 智芳 南相馬市経済部観光交流課／課長 

10 新野 徳秋 三春町役場産業課／課長（ICT・ゲーム） 

 

 

 

会議名③ 検証・評価委員会 

役割・目的 
各分科会で開発されたカリキュラムの内容や達成度評価基準及び評価

方法について検証・評価する 

検討の 

具体的内容 

 平成 30 年度計画 

1.実証講座の成果と評価、及び受講生アンケートに基づき、カリキュラム

詳細と達成度評価基準及び評価方法について検証・評価を実施する 

2.ＰＤＣＡサイクルを取り入れた協議、実行、改善 

・開発したカリキュラムとシラバスに沿って設定された項目ごとの達成度

基準により、自己評価と講師評価による 2 面で評価分析を行う。 

・評価結果はカリキュラムの改善や指導方法の見直しに活用し、精度向

上を図る。 

・達成されていない項目に対しては、委員において協議し、シラバスの内

容や実習課題の修正と見直しを行う。 

 

【実証講座受講者の評価】 

・各カリキュラムの受講項目毎に、「知識・技術」の習得に関する項目はア

ンケート方式の自己評価報告と、講師による採点で達成度評価を実施す

る。コンテンツが完成するまでの制作過程についてシラバスの項目と合わ

せた内容とし、評価方法は習得レベル評価と作品添削コメントによる評価

とする。また、完成作品の発表プレゼンテーションを実施して、「発想力・

企画力」に関する項目を評価し、合わせて総合評価とする。 

 

【企業・業界団体による検証】 

・受講者及び講師からの達成度評価を基に、業界で必要となる知識と技

術に関するスキルマップの項目が達成されているかの観点で検証する。

スキルマップの項目に合わせた習得度の点数評価をグラフに表し、分類

された項目をバランスよく習得しているかを視覚的にもわかりやすく検証

する。更に、業界の評価観点から完成した作品評価を実施し、マンガ、ア

ニメ、ゲーム分野それぞれの特性を生かした啓蒙作品に仕上がっている

かを検証する。 
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【行政による検証】 

・受講者が制作する「地域を啓蒙する作品」について、「福島を知るための

共通カリキュラム」と「発想力を培う共通カリキュラム」で設定される評価

基準に沿って評価し、地域のビジョンに合わせた啓蒙内容になっている

か、地域課題を解決し魅力を発信できる発案や工夫が盛り込まれている

か、の観点で検証する。 

 

 

検証・評価の議事＜実績＞ 

①個別カリキュラム、シラバスの公開について 

②共通カリキュラム、シラバスの公開について 

③実証講座、連携講座の公開について 

④アンケート調査項目と実施について 

⑤ふくしまソフトコンテンツネットワークの立ち上げについて 

⑥業界研究分析と必要となる人材像について 

⑦今年度の振り返りと次年度の企画について 

 

※特に今年度を振り返り、業界分析も踏まえた必要となる人材像に関す

るレポートをもとに次年度のたたき台としたい。 

 

【改善方法】 

評価の結果を検証・評価委員会において協議し、シラバスの内容や実習

課題、講座運営の修正でカリキュラム全体に反映させる。 

 

会議での 

議論結果の 

活用方法 

＜専用ホームページでの情報共有と活用＞ 

【実証講座受講者の評価】 

【企業・業界団体による検証】 

【行政による検証】 

それぞれの検証評価の内容を公開し、連携校及びその他団体が人材育

成カリキュラムとして実施する場合の参考として活用する。 

 

ＰＤＣＡサイクルを年度毎に確実に実行し、求められる人材像に合わせて

カリキュラムと実証講座・ワークショップの精度向上を目指す。 

 

委員数        ６人 開催頻度 年 1 回 
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【構成員】 

 

 氏名 所属・役職 

１ 中野 寿郎 国際アート＆デザイン大学校／学校長 

２ 伊藤 智 国際アート＆デザイン大学校高等課程／副校長 

３ 佐藤 日和 国際アート＆デザイン大学校／教務部長 

６ 中林 寿文 国際ゲーム開発者協会（IGDA）日本／副理事長 

７ 鈴木 英夫 郡山商工会議所／経営支援課 

９ 加藤 靖弘 福島県企画調整部地域政策課／課長 
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１０ 実施する調査等（目的、対象、手法、調査項目の概要を記載） 

 

調 査 名 【福島県内行政に対するソフトコンテンツ人材ニーズ調査】 

 

調 査 目 的 概要： 

地域行政の将来ビジョンに合わせた人材育成カリキュラムを開発するた

め、福島県内の行政機関及び民間企業が発信するソフトコンテンツ活用

事例と、これから求められるソフトコンテンツ業界の人材ニーズをアンケ

ート調査で探る。 

福島県地域政策課様の協力のもと、県内行政機関の組織力をお借りし

て全県的な調査を実施する。調査結果に基づき、人材育成協議会及び

分科会において分野ごとの人材像を協議してカリキュラム開発に活用す

る。 

 

調 査 対 象 福島県内の行政機関 及び 商工業団体・企業 ソフトコンテンツ業界

（マンガ、アニメ、ＩＣＴ、ゲーム、デザイン、広告代理店等） 

調 査 手 法 ・インターネット回線を活用したＷｅｂアンケートページにより回答を集計

する。 

・調査時期は 7 月～8 月 

調 査 項 目 ・ソフトコンテンツを活用した地域啓蒙事例 

・ソフトコンテンツを活用するための人材ニーズ 

・ソフトコンテンツを制作するための人材ニーズ 等 

分 析 内 容 

（集計項目） 

・ソフトコンテンツの活用事例別集計 

・行政または民間別集計 ・業界別集計 

・地域別集計 等 

成 果 に 

ど の よ う に 

反 映 す る か 

アンケートの集計結果に基づき「福島県における人材育成ビジョンシー

ト」の策定、及び「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3

分野における人材像を明確にして「業界スキルマップ・カリキュラムの策

定、ワークショップ教材開発」に反映させる。 

 

⇒調査未了のため今年度中に実施し、次年度の協議開始時に反映 

 

※上記は最小限の項目例であり、必要に応じて追加することは差し支えない。 

※上記の項目が含まれていれば、上記表形式以外の記載とすることは差し支えない。 
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11 事業の実施に伴い得られる成果物（成果報告書を除く。） 

【平成 29 年度事業成果物】 

＜事業成果報告書＞ 

＜人材育成の先進地調査報告書＞ 

「マンガ分野」高知県 調査報告書 

「アニメ分野」東京都 調査報告書 

「ＩＣＴ・ゲーム分野」福岡県 調査報告書 

 

【平成 30 年度事業成果物】 

＜福島県における人材育成ビジョンシート(概要)＞ 

「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野における人材育成ビジョンを

公開し、県内現状の課題と今後のあり方を示す。 

 

＜コンテンツ制作に携わる人材育成に必要な共通カリキュラム＞ 

「福島を知るための共通カリキュラム」及び「発想力を培う共通カリキュラム」を試行した実

証講座の事例とカリキュラム概要を公開する。 

 

＜業界スキル分類・個別カリキュラムの概要＞ 

「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野におけるスキル分類とカリキ

ュラム概要を公開する。 

 

 

【平成 31 年度事業成果物】 

＜福島県における人材育成ビジョンシート＞ 

福島県内の人材ニーズ調査を踏まえ、「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」

の 3 分野における人材育成ビジョンを公開し、県内現状の課題と今後のあり方を示す。 

地域啓蒙のためのソフトコンテンツ人材育成に必要となるスキルを体系化し、中長期的

に必要となる人材像をまとめ、専門学校に必要となるモデルカリキュラムを公開する。 

 

＜コンテンツ制作に携わる人材育成に必要な共通カリキュラム＞ 

・「福島を知るための共通カリキュラム」及び「発想力を培う共通カリキュラム」 

地域啓蒙コンテンツ制作に携わるために共通で必要となるカリキュラムを策定し公開す

る。 

 

＜業界スキルマップ・個別カリキュラムの概要＞ 

「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野における概要を公開する。 

・スキルマップでは、各業界に必要なスキルの分類、階層化、基準を策定する。 

・個別カリキュラム及びシラバスでは、習得すべき科目設定、教育内容、習得目標を策定

する。 
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＜業界スキルマップ・個別カリキュラムの策定、ワークショップ教材開発＞ 

「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野における個別カリキュラムに

対応するコマシラバス、ワークショップ教材開発、スキル達成度基準、作品評価基準を策

定し公開する。 

 

＜人材育成協議会の自立化ロードマップ＞ 

・人材育成協議会の企画から設置・運営、そして自立化までのプロセスをまとめ、特に今

年度から取り組む地域行政機関との包括連携協定の締結により、委託事業終了後にも

組織が自立して継続的な議論ができる取り組み内容について公開する。 

 

※カリキュラム開発にあたっては、専門学校生向けのカリキュラムを中心に開発し、他の

世代に対しては世代別に必要とされる参考到達スキルを記載する。 

※平成 31 年度には、委託事業終了後の組織の自立化に向けた取り組み内容について

協議された内容を公開し、継続的な人材育成協議会を開催する。 

 

【成果の活用等】 

①事業成果の周知のため、事業成果報告書を地元行政・企業等 200 社（団体）へ郵送配

布し、データを HP で公開 

 

②成果報告会を開催し、福島県内市町村と教育機関、業界団体に対して事業取り組み

の内容と事業成果を広く周知 

 

③専用ホームページで、事業成果報告及び事業成果物を公開するとともに、その内容や

活用方法についての説明会を開催し広く普及に努める 

 

④実施校及び連携校の人材育成カリキュラムとして提供するとともに、広く一般公開し実

施した学校からの意見を抽出して更なる改編や新規項目の追加を実施 

 

⑤社会人向けプログラムは、企業・業界団体等における活用・評価を実施して産業界の

評価を踏まえた履修証明の発行を行う 

 

⑥受講生の受講後のキャリアアップやキャリア転換、職種の転換などを継続的に調査

し、希望者に対してカリキュラムの再受講を提供 

 

⑦委託事業終了後も人材育成協議会を継続的に開催し、協議された内容を公開 

 

  



32 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材育成協議会 開催実績 
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文部科学省 平成 30 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

委託事業の内容「機動的な産学連携体制の整備」 

事業名「福島県地域啓蒙のためのソフトコンテンツ人材育成事業」 

 

第 1 回 人材育成協議会 

 

【開催日時】 平成３０年８月２９日（水）１５：00～ 

【開催場所】 国際アート＆デザイン大学校 201 教室 

【参加者】※出席者名簿を参照 

 

【次第】 

１．挨拶                     学校法人国際総合学園 常務理事 双石 茂 

２．本年度 事業計画の説明     国際アート＆デザイン大学校 学校長 中野 寿郎 

・平成 29 年度の振り返り 

・平成 30 年度事業の紹介  

・事業推進スケジュールについて 

 

３．委員の紹介及び挨拶 

学校法人 龍馬学園 

学校法人 河原学園 

学校法人 麻生塾 

福島県情報産業協会 

郡山地域テクノポリス推進機構 

株式会社福島ガイナックス 

株式会社バックボーンワークス 

福島県デザイン振興会 

郡山商工会議所 

株式会社福島クリエーティブ 

株式会社二葉写真製版福島支社 

福島県企画調整部地域政策課  

福島県商工労働部商工総務課 

須賀川市文化スポーツ部文化振興課 

伊達市産業部商工観光課 

三春町産業課 

 

４．事務連絡               国際アート＆デザイン大学校 事務局 小野里 俊哉 
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５．閉会 

 ※引き続き合同分科会開催 

 

【配布資料】 

・第１回人材育成協議会次第 

・平成 30 年度事業計画書 ・平成 29 年度実績報告書 ・参加委員からの提供資料 

 

【参加委員】25 名（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 所属・役職 出席
1 中野　寿郎 国際アート＆デザイン大学校／学校長 ○
2 双石　茂 学校法人国際総合学園／常務理事 ○
3 水野　和哉 学校法人国際総合学園／事業政策部　部長 ○
4 菅野　浩二 学校法人国際総合学園／地域連携 ○
5 伊藤　智 国際アート＆デザイン大学校高等課程／副校長 ○
6 和田　秀勝 国際情報工科自動車大学校／副校長 ○
7 佐藤　日和 国際アート＆デザイン大学校／教務部長 ○
8 小野里　俊哉 国際アート＆デザイン大学校／事務局長 ○
9 三上　洋平 国際アート＆デザイン大学校／教務 ○
10 山田　直美 国際アート＆デザイン大学校／教務 ○
11 岩神　義宏 学校法人 龍馬学園／副部長 ○
12 中村　亮 学校法人 河原学園／教頭 ○
13 荒木 俊弘 学校法人　麻生塾／校長代理 ○
14 黒坂　真志 福島県情報産業協会／事務局 ○
15 鈴木　秀明 郡山地域テクノポリス推進機構／事務局長 ○
16 松村　壮次郎 株式会社福島ガイナックス／代表代行 ○
17 飯島　貴志 株式会社バックボーンワークス／代表取締役 ○
18 鈴木　英夫 郡山商工会議所／経営支援課 ○
19 半澤　哲郎 株式会社福島クリエーティブ営業部／部長 ○
20 伊藤　隆之 株式会社二葉写真製版福島支社／支社長 ○
21 加藤　靖宏 福島県企画調整部地域政策課／課長 ○
22 秡川　千寿 須賀川市文化スポーツ部文化振興課／課長 ○
23 橘内　重康 伊達市産業部商工観光課／課長 ○
24 新野　徳秋 三春町産業課／課長 ○
25 松津　和宏 福島県　商工労働部　商工総務課／主査 ○

以上出席 25名
※他にオブザーバーの参加あり

第1回　人材育成協議会
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【議事内容】 

【平成 30 年度の取り組みの具体項目】の説明 

 

取組１．「福島県内行政に対するソフトコンテンツ人材ニーズ調査」を福島県の協力のもとで実施 

 

調査対象を県内一円に広げ、地域行政の将来ビジョンに合わせた人材育成カリキュラムを開発

するために、福島県内の行政機関及び民間企業が発信するソフトコンテンツ活用事例と、これか

ら求められるソフトコンテンツ業界の人材ニーズをアンケート調査で探る。 

調査対象としては、福島県内の行政機関 及び 商工業団体・企業 ソフトコンテンツ業界（マン

ガ、アニメ、ＩＣＴ、ゲーム、デザイン、広告代理店等）を予定しており、福島県地域政策課様の協

力のもと、県内行政機関の組織力をお借りして全県的な調査を実施する。また、郡山商工会議

所や福島県デザイン振興会など、経済団体や同業者団体の組織的な協力を得て実施する。 

 

調査項目は 

・ソフトコンテンツを活用した地域啓蒙事例 

・ソフトコンテンツを活用するための人材ニーズ 

・ソフトコンテンツを制作するための人材ニーズ 等の大項目を予定しており、どの様な地域課題

に対して、どの様なコンテンツを活用し、その結果を探ることで、今後のコンテンツ制作に携わる

人材に必要となる知識と技術を明確にする。 

 

アンケートの集計結果に基づき「福島県における人材育成ビジョンシート」の策定、及び「マンガ

分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野における人材像を明確にして「業界スキルマ

ップ・カリキュラムの策定、ワークショップ教材開発」に反映させる。 

 

取組２．人材育成協議会にて、人材育成の全体の開発方針を定め、「共通カリキュラム」と「個別

カリキュラム」とに分けて開発 

 

① 福島県が世界に向けて発信しているソフトコンテンツの成功事例や、専門学校と同世代が体験している福

島大学の「ふくしま未来学」などを参照し、「共通カリキュラム」を開発 

 

分科会での業界課題を分類すると、専門的な知識、技術の他に、地域啓蒙コンテンツを制作する

ために必要なカリキュラムとして「福島を知るための共通カリキュラム」と、「発想力を培う共通カリ

キュラム」が必要となる。 

これらを開発するために、福島県が世界に向けて発信しているソフトコンテンツの成功事例や、

専門学校と同世代が体験している福島大学の「ふくしま未来学」などを考察する研修会を開催し

「共通カリキュラム」を開発する。 

福島大学の「ふくしま未来学」は、文部科学省 地（知）の拠点整備事業の採択を受けて大学生に

対して実施されているカリキュラムであり、地域課題を実践的に学び、未来を創造できる人材の

輩出を目指しているカリキュラムである。この取り組み内容を参考として「福島を知るための共通

カリキュラム」を開発する。 
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また、福島県が世界に向けて発信しているソフトコンテンツの成功事例としては、県産品関連の

風評被害払拭のために制作したアニメーション動画「食べちゃったっていいのにな！」を考察す

る。特産のモモやあんぽ柿が女の子の妖精になって登場するアニメであり、配信とともに世界で

の県産品の販路拡大を目的としたＰＲイベントでも活用されている。地域啓蒙作品を実際に企

画・制作する事例を学び、「発想力を培う共通カリキュラム」を開発する。 

 

② 分科会にて、「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野における人材育成ビジョンシー

ト、スキルマップ、個別カリキュラム及びシラバスを開発 

 

県内一円を対象としたアンケートの集計結果に基づき「福島県における人材育成ビジョンシート」

の策定に取り組むほか、人材像を明確にして「業界スキルマップ・カリキュラムの策定、ワークシ

ョップ教材開発」に反映させる。カリキュラム内容を検討するために、地域を題材にしたコンテンツ

制作の手法やインバウンド対策活用について協議しカリキュラム内容に反映させる。 

また、実証講座の内容としては、プロのクリエイターから学び、学生同士が交流しながら制作体

験できるアクティブラーニング形式のワークショップの開催について協議し、3 分野の個別カリキ

ュラムとコマシラバスを策定する。 

 

取組３．開発した暫定的カリキュラムをもとにワークショップ形式の実証講座を開催 

 

11 月に開催予定の地域啓蒙イベント「マジカル福島」の開催時期にあわせて、「マンガ分野」、

「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野それぞれの実証講座を開催する。 

福島県の歴史や偉人、観光地や地元ネタを題材にしたコンテンツ制作のワークショップを開催

し、専門学校生が作品企画や制作に取り組み、完成作品の発表やプレゼンテーションを実施す

る。 

 

取組４．地域行政と連携したイベント、行事への参加で人材育成の学びの場と発表の場を創出 

 

地域行政との連携で、地域イベントや行事でのコンテンツ制作ワークショップの協同開催や作品

発表の機会創出に取り組むとともに、地域企業及び団体との連携によるインターンシップ受け入

れ等で、卒業後の働く場所を創出することに取り組む。 

 

【平成 30 年度の目標成果物】の説明 

 

＜福島県における人材育成ビジョンシート＞ 

福島県内の人材ニーズ調査を踏まえ、「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分

野における人材育成ビジョンを公開し、県内現状の課題と今後のあり方を示す。 

地域啓蒙のためのソフトコンテンツ人材育成に必要となるスキルを体系化し、中長期的に必要と

なる人材像をまとめ、専門学校に必要となるモデルカリキュラムを公開する。 

 

＜コンテンツ制作に携わる人材育成に必要な共通カリキュラム＞ 
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・「福島を知るための共通カリキュラム」及び「発想力を培う共通カリキュラム」 

地域啓蒙コンテンツ制作に携わるために共通で必要となるカリキュラムを策定し公開する。 

 

＜業界スキルマップ・個別カリキュラムの概要＞ 

「マンガ分野」、「アニメ分野」、「ＩＣＴ・ゲーム分野」の 3 分野における概要を公開する。 

・スキルマップでは、各業界に必要なスキルの分類、階層化、基準を策定する。 

・個別カリキュラム及びシラバスでは、習得すべき科目設定、教育内容、習得目標を策定する。 

 

 

以上。 
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第２回 人材育成協議会 

 

【開催日時】 平成３１年１月１１日（金）１５：00～ 

【開催場所】 国際アート＆デザイン大学校 201 教室 

【参加者】※出席者名簿を参照 

 

【次第】 

１．委員の紹介及び挨拶 各委員より 

 

２．事例共有 専修学校における産学連携体制構築支援事業 連絡調整会議での 

       地域連携事例発表について 

国際アート＆デザイン大学校 学校長 中野寿郎 

 

３．「（仮称）ふくしまソフトコンテンツネットワーク」について 

福島県庁地域政策課 課長 加藤靖宏 様 

  「マジカル福島」について 

                    株式会社ガイナ／代表代理 松村荘次郎 様 

 

４．人材ニーズ調査の実施協力について 

教務部長 佐藤日和 

 

５．事務連絡                                   事務局長 小野里俊哉 

 

６．閉会 

 ※引き続き合同分科会開催 

 

 

【配布資料】 

・第２回人材育成協議会次第 

・発表資料「協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり」 

・「（仮称）ふくしまソフトコンテンツネットワーク」たたき台 

・「ソフトコンテンツ人材ニーズ調査」項目 
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【参加委員】24 名（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 所属・役職
1 中野　寿郎 国際アート＆デザイン大学校／学校長

2 水野　和哉 学校法人国際総合学園／事業政策部　部長

3 菅野　浩二 学校法人国際総合学園／地域連携課長

4 伊藤　智 国際アート＆デザイン大学校高等課程／副校長

5 佐藤　日和 国際アート＆デザイン大学校／教務部長

6 小野里　俊哉 国際アート＆デザイン大学校／事務局長

7 三上　洋平 国際アート＆デザイン大学校／教務

8 山田　直美 国際アート＆デザイン大学校／教務

9 黒坂　真志 福島県情報産業協会／事務局

10 鈴木　秀明 郡山地域テクノポリス推進機構／事務局長

11 松村　荘次郎 株式会社ガイナ／代表代理

12 飯島　貴志 株式会社バックボーンワークス／代表取締役

13 西家　千尋 福島県デザイン振興会／会長

14 鈴木　英夫 郡山商工会議所／開発事業部 開発観光課

15 加藤　英明 株式会社福島クリエーティブ／社長室長

16 伊藤　隆之 株式会社二葉写真製版福島支社／支社長

17 加藤　靖宏 福島県企画調整部地域政策課／課長

東条 正美 福島県企画調整部地域政策課／主任主査

大木 崇史 福島県企画調整部地域政策課／副主査

稲井 沙織 福島県企画調整部地域政策課／主事

18 伊藤　聖隆 郡山市産業観光部観光課／係長

19 橘内　重康 伊達市産業部商工観光課／課長

20 新野　徳秋 三春町産業課／課長

大見　友和 三春町産業課／主任主査

以上出席24名

※オブザーバーの参加あり

第2回　人材育成協議会 出席委員一覧
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【議事内容】 

 

・事例共有 専修学校における産学連携体制構築支援事業連絡調整会議での地域連携事例発

表について 

 

【地域の課題の一つ】 

実践的な教育活動が継続できる様に、産学官の連携で協議体制構築を進める必要がある。

地域の子供たちから大人まで、学ぶ場所、発表する場所、働く場所が必要。 

 

【課題解決のための取り組み】 

地域に誰もが認める特色ある「文化」や「教育」のような【福島にしかないオンリーワン】を形成

していく必要がある。 

地域内にある、他の色々な主体や取組を巻き込んで、より大きな「流れ」を生み出す必要があ

る。 

 

【地域との協働事例】 

（その１）県内自治体との包括連携協定 

（その２）「三春町アートクリエイター人材育成協議会」の発足 

（その３）「特撮文化推進事業実行委員会」の発足 

 

【協働事例拡大の背景と課題】 

〇地域課題払拭に取り組む、学校、行政、企業・団体、相互の理解 

・包括連携協定の主な目的は『若者の力で地域活性化』 

・学生目線の斬新な企画提案などで地域に話題を提供 

・子供から大人までの交流が増え、地域のイベントや行事がにぎわう 

・学生たちの活躍の場が増え、結果として就職にもつながる 

 

〇行政スケジュールとの調整や企業の経済的事情も勘案が必要 

・参加団体数が増えるほどスケジュール調整は難しい 

・企業連携の場合、企業側の経済的理由等で連携が難しくなるケースもある 

 

〇連携事業実行予算の確保が課題 

・企画があっても予算がとれるかどうかは課題（協働体制の必要性） 

・事業企画・実施に向けて産学官の意見交換の場が必要（本協議会の関係を活用） 

 

〇本協議会を超え、地域行政や地域企業・団体との連携による協働体制によって、専修学校

が高等教育機関としての役割を活かすことで、地域活性化の「流れ」を作り出すことが可能と考

える。 

今後も産学官の連携事業に協力を頂きたい。 
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・福島県地域政策課様より提案「（仮称）ふくしまソフトコンテンツネットワーク」について 

 

以下のたたき台について、協議する。 

【組織構成団体】 

○組織の構成は、当初は、ソフトコンテンツ人材育成協議会に参加している団体、県内にてソフト

コンテンツ系のイベントを行っている団体を想定。 

 

【活動内容】 

○組織として、ホームページを運営する。 

・内容は、県内ソフトコンテンツ系イベントのイベントスケジュール、関連団体へのリンク等の情報

を取得できるポータルサイト。 

・上記に加え、ツイッター等 SNS を利用して、イベント情報の広報を行う。 

 

【ネットワークによる効果】 

○団体同士のネットワークを構築することで、各団体が実施する事業・イベントにおける相互協力

（人材提供や広報等）を円滑に広く行えるようにする。 

○また、ポータルサイトからアクセスすることで、県内において新規にソフトコンテンツ系事業の実

施を検討している団体が関係者との接触を図りやすくなり、呼び水となることも期待する。 

 

【課題】 

○上記ホームページの運営等、どの団体が中心となって運営するか。 

○インターネットによる情報発信以外にも、広く広報する場合、既存メディア（テレビ、マスコミ等）

も活用することが理想的であるが、そのための予算については設立後の課題。 

 

 

・人材ニーズ調査の実施協力について 

 

第 1 回人材育成協議会での説明以降、「福島県内行政に対するソフトコンテンツ人材ニーズ調査」

については個別の提案やヒアリングでの情報を頂いた。今回はまとめた調査内容項目について、

分科会の中で分野別の観点から意見を頂き、更に修正を加えていく。 

今年度中の実施に向けて協力をお願いしたい。 

 

【目的】 

地域行政の将来ビジョンに合わせた人材育成カリキュラムを開発するために、福島県内の行政

機関及び民間企業が発信するソフトコンテンツ活用事例と、これから求められるソフトコンテンツ

業界の人材ニーズをアンケート調査で探る。 

 

【調査対象】 

福島県内の行政機関 及び 商工業団体・企業 ソフトコンテンツ業界（マンガ、アニメ、ＩＣＴ、ゲ

ーム、デザイン、広告代理店等）を予定しており、福島県地域政策課様の協力のもと、県内行政
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機関の組織力をお借りして全県的な調査を実施する。 

また、郡山商工会議所や福島県デザイン振興会など、経済団体や同業者団体の組織的な協力

を得て実施する。 

 

【調査項目】 

・ソフトコンテンツを活用した地域啓蒙事例 

・ソフトコンテンツを活用するための人材ニーズ 

・ソフトコンテンツを制作するための人材ニーズ 等の大項目を予定しており、どの様な地域課題

に対して、どの様なコンテンツを活用し、その結果を探ることで、今後のコンテンツ制作に携わる

人材に必要となる知識と技術を明確にする。 

 

【調査方法】 

・インターネットを活用した Google フォーム等でアンケートを実施する。 

 

以上。 
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第３回 人材育成協議会 

 

【開催日時】 平成３１年２月１５日（金）１５：00～ 

【開催場所】 国際アート＆デザイン大学校 201 教室 

【参加者】※出席者名簿を参照 

【次第】 

１．挨拶            学校法人国際総合学園 FSG カレッジリーグ 常務理事 双石 茂 

 

２．議事説明                    国際アート＆デザイン大学校 学校長 中野寿郎 

 

３．発表 

①「創発への誘い」IGDA 日本                    副理事長 中林寿文 様 

②行政連携によるマンガ作品制作事例     国際アート＆デザイン大学校 山田直美 

③ソフトコンテンツ教育における事例考察 

株式会社双葉写真製版 福島支社 支社長 伊藤隆之 様 

 

４．人材育成協議会の枠を超えた地域連携の推進 

①（仮称）「ふくしまソフトコンテンツネットワーク」 

     ・人材育成協議会に参加している団体 及び 

県内にてソフトコンテンツ系のイベントを行っている団体を想定 

     ・県内ソフトコンテンツ系の情報を取得できるポータルサイトの運営 

 

②産学官連携事業の組織的推進 

・三春町 「アートクリエイター教室事業」 

・須賀川市 「特撮文化推進事業実行委員会」、７月７日「特撮の日」制定 

・伊達市 伊達市アニメツーリズム実行委員会「伊達なアニメフェス」 

「包括連携協定締結」の準備 

 

③e スポーツを活用した地域活性化につながる新しい取り組み 

 

５．講評 

      ・福島県地域政策課 課長     加藤靖宏 様 

      ・学校法人河原学園         中村 亮 様 

      ・学校法人麻生塾         安部倫太朗 様 

      ・株式会社三菱総合研究所   山口健太郎 様 

      ・ＦＳＧカレッジリーグ 常務理事    双石 茂 

６．事務連絡                                   事務局長 小野里俊哉 

７．閉会 

 ※引き続き合同分科会開催 



44 
 

【配布資料】 

・第３回人材育成協議会次第 

・発表資料 

 

【参加委員】29 名（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 所属・役職
1 中野　寿郎 国際アート＆デザイン大学校／学校長

2 双石　茂 学校法人国際総合学園／常務理事

3 菅野　浩二 学校法人国際総合学園／地域連携課長

4 伊藤　智 国際アート＆デザイン大学校高等課程／副校長

5 和田　秀勝 国際情報工科自動車大学校／副校長

6 佐藤　日和 国際アート＆デザイン大学校／教務部長

7 小野里　俊哉 国際アート＆デザイン大学校／事務局長

8 三上　洋平 国際アート＆デザイン大学校／教務

9 山田　直美 国際アート＆デザイン大学校／教務

10 中村　亮 学校法人 河原学園／

11 安部　倫太朗 学校法人　麻生塾／

12 黒坂　真志 福島県情報産業協会／事務局

13 鈴木　秀明 郡山地域テクノポリス推進機構／事務局長

14 中林　寿文 国際ゲーム開発者協会（IGDA）日本／副理事長

15 松村　荘次郎 株式会社ガイナ／代表代理

16 飯島　貴志 株式会社バックボーンワークス／代表取締役

17 西家　千尋 福島県デザイン振興会／会長

18 鈴木　英夫 郡山商工会議所／開発事業部 開発観光課

19 大塚　敏則 株式会社福島クリエーティブ／副社長

20 伊藤　隆之 株式会社二葉写真製版福島支社／支社長

小林　智貴 株式会社二葉企画／営業企画部　係長

21 加藤　靖宏 福島県企画調整部地域政策課／課長

大木　崇史 福島県企画調整部地域政策課／副主査

稲井　沙織 福島県企画調整部地域政策課／主事

22 伊藤　聖隆 郡山市産業観光部観光課／係長

23 秡川　千寿 須賀川市文化スポーツ部文化振興課／課長

24 大友　幸弘 伊達市産業部商工観光課／観光物産係　係長

25 大見　友和 三春町産業課／主任主査

26 松津　和宏 福島県　商工労働部　商工総務課／主査

以上出席２９名
※オブザーバーとして、三菱総研　様、他の出席あり

第3回　人材育成協議会 出席委員一覧
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【議事内容】 

取り組み発表 

①「創発への誘い」IGDA 日本 副理事長 中林寿文 様 

今年度事業の「共通カリキュラム」の開発に係る「実証講座」として実施した内容を発表 

した。 

創発 / emergence とは個々人の能力を組み合わせて創造的な成果を生み出すこと 

講座のテーマはゲームを題材にグループで企画し、コンテンツ制作について体験的に学ぶ事 

 

②行政連携によるマンガ作品制作事例 国際アート＆デザイン大学校 山田直美 

須賀川市文化振興課様からのまんが制作依頼内容を題材にして、地域の歴史をわかりやすく 

伝えるマンガ制作について、「地域を知る」、「発想を広げる」という二つの共通カリキュラム 

を体験し、実際にマンガ制作に取り組んでいる事例を発表した。 

 

③ソフトコンテンツ教育における事例考察 株式会社双葉写真製版 様 

プログラミング教育に活用される事例が多いペッパー君であるが、ソフトコンテンツをデジタルサ

イネージ等と連動して見せることや説明することのできる活用方法を発表する。 

この事例を参考として、更にどの様な活用方法があるかを考察する機会とした。 

 

「Pepper の活用事例紹介」 ※Pepper 自身による発表となります。 

【デモンストレーション】 

・Pepper の仕様説明   ・株式会社二葉写真製版 業務案内 

・イベント補助（デジタルサイネージ連携）  ・プログラミングについて 

仕様アプリ：Microsoft Power Point  Flex Gear for Microsoft PowerPoint 

 

人材育成協議会の枠を超えた地域連携の推進 

①（仮称）「ふくしまソフトコンテンツネットワーク」 

・人材育成協議会に参加している団体及び県内にてソフトコンテンツ系のイベントを行っている団

体を想定 

・県内ソフトコンテンツ系の情報を取得できるポータルサイトの運営 

※次年度に本格的に協議を始めるネットワークづくりに対しての課題として運営資金の目途が無

いことから、企業協賛による確保について提案。 

 

②産学官連携事業の組織的推進 

・三春町 「アートクリエイター教室事業」 

・須賀川市 「特撮文化推進事業実行委員会」、７月７日「特撮の日」制定 

・伊達市 伊達市アニメツーリズム実行委員会「伊達なアニメフェス」、「包括連携協定締結」の準

備 

 

③e スポーツを活用した地域活性化につながる新しい取り組み 

「ふくしま e スポーツ推進連絡会」が立ち上がり県内でもイベント開催が続く状況 
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講評 ・福島県地域政策課 課長  加藤靖宏 様 

本日は非常に刺激的な色々な事例を見せていただきました。機会を頂き、我々行政も知らない

世界がございますので、こういったものを見せていただくことで新たな取り組みが想像できること

が大事なのかなと思います。そういう点におきましては、色々な業種の方が集まって取り組んで

いることを披露してくださることが次に想像できる新しい種を生み出すことに繋がるのではないか

と思っております。先ほど中野学校長さんお話がございましたネットワーク組織というのは、お金

をかけてできるものだけではなく、違う形で皆様との繋がりを作ることによって、新たに人材育成

や産業の運営することで持続的にやっていければと思っております。ただ、そのために何が必要

かということにつきましては色々とご意見があるかと思いますので、来年度の継続課題ということ

で、皆様からご意見をいただきながら形にしていくことができれば非常によろしいかと思います。

我々も人口減少社会というなかで、福島に色々な人に来ていただき、移住して頂けるよう取り組

みをしており、そのなかで求められている１つの言葉として「福島ならでは」ということを当県知事

が申しております。ここでないと体験できないもの、ここに来ないと学べないようなオンリーワンが

こういうところからできていけばいいと考えておりまして、そのために私も力を尽くしていければと

思いを新たにしたところです。 

 

・学校法人河原学園      中村 亮 様 

私はできるだけこの委員会には参加するようにしていまして、あらためて福島県の行政の皆さん

と企業の方、教育に関わる学校法人など、密な連携をしていることが非常に羨ましいというのが

本音です。ソフトコンテンツネットワークの立ち上げというのも、たくさんのコンテンツを１つに繋げ

ていこうというものであるわけで、私共愛媛県の方でも、観光地として他から招くようなことはでき

ないかということを検討して色々と考えています。１つ簡単にご紹介しますと、瀬戸内海に面して

いる県、愛媛県もその１つですが、対岸に広島県、岡山県があります。瀬戸内で人を集められな

いかという組織ができていて、実はあまり隣県との関係性が密かというとそうではない状況です。

愛媛県の中でも様々な市町村の思惑のなかで、なかなか同じ方向に向いていないところもある

わけです。この委員会での話をお聞きますと同じ方向を向いて、連携が取れているというのに感

心した次第でございます。参考になる話がたくさんありまして、早速地元愛媛県に持ち帰り、業者

や企業や学校関係者と協議を続けていきたいと思いました。今後、人を集めるコンテンツとしても

非常に有益なものでありますし、それを教育、人材育成にも使っているということで一石二鳥の面

もあると思います。それも参考にしながら少しでも福島県さんに追いつけるようにと感じました。 

 

 ・学校法人麻生塾      安部倫太朗 様 

今回協議会で取り組みをされている内容は、我々も学んで目指すべきところでもあると大変参考

になり、刺激にもなりました。先ほど中村先生もおっしゃられた通り、連携がしっかりと成されてい

ると感じています。そしてその連携、いろんな取り組みが地域を巻き込む形で展開をされている。

これを見る限り、子供から大人までワクワクするような内容で、非常に県が魅力的なきっかけに

なるのではないかと思います。北九州から来ているのですが、北九州もまた人口減というところ

の問題があり、マンガミュージアムというのがあり打ち出しているのですが、なかなか県一体とな

ってこういった取り組みができていないなと感じます。福岡でも産学官、地域を巻き込んだ取り組

みができればいいと感じています。学生の皆さんに対して大きな学び、成長の機会にもなってい
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ると感じております。持ち帰り、教職員にフィードバックをして今後の展開についてもまた何か関

係を持たせていただければと思います。 

 

 ・株式会社三菱総合研究所  山口健太郎 様 

２月はこのような協議会が全国で 13 行われております。それを見ながら共通の課題や、専修学

校と地域や産業との提携ができるかをまとめ始めているところです。みなさん精力的にまとめて

いただいていて、共通点が一つあります。それは、学生さんの視点を取り入れた方が盛り上がる

というのが出てきておりまして、こちらでもワークショップ型の体験をされていますが、ゲーム業界

ではトライアウトというもう少し就職に直結した形で、多数の専門学校と中小企業のゲーム会社

が一緒になってゲームを作り、その中でいい人材を極めていくような取り組みをされています。他

の協議会でも次年度やりたいというところが結構出てきていて、自然と、産学連携について、体を

動かす、頭を動かすことを考えた結果、学生を交えたワークショップとか具体的な活動といったと

ころに落ち着いていったのかという共通点が今出てきています。そういったところで具体的な産学

連携のやり方、動き方として学生を絡めるということが１つ出てきたので、もういくつか今年度、次

年度の活動で型ができまとめていけたらと思います。ここの協議会について、私も参加させてい

ただいた、学生さんを交えたワークショップ型の授業で、どういうふうにこちらの学校さんの方で

評価して、何に繋げていくのかをお伺いしようと思ったのですが、活かし方、就職にまで繋げるの

か、もう少し入りたての子たちのキャリア感を育てるところに使うとか、そういった思惑があればお

伺いしたいとおもいます。 

 

 ・ＦＳＧカレッジリーグ 常務理事 双石 茂 

様々な発表を頂きありがとうございました。2 月 12 日の報道の内容なのですが、インバウンドに

関して楽天トラベルの集計で 2018 年 1 月からの伸び率 1 位が鳥取県だったとのことです。なぜ

鳥取かと言いますと、アニメに由来した色々な空港に外国人が非常に食いついて、アニメ関係の

空港名だということで伸び代があったということでした。２位は福島県でございました。鳥取の伸

び率が 189%のところ、福島が 184%。なぜ伸びたかというと、会津の只見線が非常にロマンティッ

クであり、中国、台湾の方が多数訪れたそうです。更には、桜の効果があり三春の滝桜や福島の

花見山などの観光で伸びたということです。そこでふと思ったのが、県からご提案いただいた福

島のソフトコンテンツネットワークづくりについては、非常に期待が持てますので我々教育機関と

しても全面の協力を差し上げられると思いました。桜も只見線も非常に魅力があって、鳥取が

189％であるならば、当然福島空港はウルトラマンが迎え入れをしてくれる空港ですし、またこれ

だけのソフトコンテンツがある県というのは、県外のところでも、稀な環境にあるなかの我々人材

育成と地域活性を掲げた学校としての運営をさせていただける幸せがあるかと思いました。コン

テンツに関してこれだけの皆様によるご協力を今回の文部科学省事業としてだけでなく、徹底的

に発信をしていきたいと考えています。もっとこの事業とアニメ、マンガ、ゲームによるソフトコンテ

ンツを我々としても発信の強化を果たして参りたいと思いますので、ぜひ次年度も皆様のご協力

をいただき、先ほどの地域活性化の目標を掲げて頂ければと思います。これまでの皆様のご協

力非常に感謝しております。来年も続いていく事業でございますので、ご協力のほど何卒お願い

申しあげます。 

以上。 
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第 1 回 分科会 

マンガ分科会、 アニメ分科会、 ICT・ゲーム分科会 

 

【開催日時】 平成３０年８月２９日（水）16：00～ 

【開催場所】 国際アート＆デザイン大学校 201 教室、202 教室、203 教室 

【参加者】※出席者名簿を参照 

【議題】 

１、業界就職に必要なスキルについて 

２、地域啓蒙作品の事例について 

３、人材ニーズ調査について 

 

【参加委員】7 名（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加委員】7 名（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 所属・役職 出席
1 伊藤　智 国際アート＆デザイン大学校高等課程／副校長 ○
2 小野里　俊哉 国際アート＆デザイン大学校／事務局長 ○
3 山田　直美 国際アート＆デザイン大学校／教務 ○
4 岩神　義宏 学校法人 龍馬学園／副部長 ○
5 中村　亮 学校法人 河原学園／教頭 ○
6 鈴木　英夫 郡山商工会議所／経営支援課 ○
7 伊藤　隆之 株式会社二葉写真製版福島支社／支社長 ○

以上出席 7名

※他にオブザーバーの参加あり

第1回　マンガ分野分科会

氏名 所属・役職 出席
1 三上　洋平 国際アート＆デザイン大学校／教務 ○
2 松村　壮次郎 株式会社福島ガイナックス／代表代行 ○
3 飯島　貴志 株式会社バックボーンワークス／代表取締役 ○
4 半澤　哲郎 株式会社福島クリエーティブ／副社長 ○
5 加藤　靖弘 福島県企画調整部地域政策課／課長 ○
6 橘内　重康 伊達市産業部商工観光課／課長 ○
7 松津　和宏 福島県　商工労働部　商工総務課／主査 ○

以上出席 7名

※他にオブザーバーの参加あり

第1回　アニメ分野分科会



51 
 

【参加委員】7 名（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回 分科会 

マンガ分科会、 アニメ分科会、 ICT・ゲーム分科会 

 

【開催日時】 平成３１年１月１１日（金）16：00～ 

【開催場所】 国際アート＆デザイン大学校 201 教室、202 教室、203 教室 

【参加者】※出席者名簿を参照 

【議題】 

１、教育カリキュラム「個別カリキュラム」策定のための必須スキル項目について 

２、地域啓蒙のためのソフトコンテンツの事例共有 

３、人材ニーズ調査について 

 

【参加委員】6 名（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 所属・役職 出席
1 和田　秀勝 国際情報工科自動車大学校／副校長 ○
2 佐藤　日和 国際アート＆デザイン大学校／教務部長 ○
3 荒木 俊弘 学校法人　麻生塾／校長代理 ○
4 黒坂　真志 福島県情報産業協会／事務局 ○
5 鈴木　秀明 郡山地域テクノポリス推進機構／事務局長 ○
6 秡川　千寿 須賀川市文化スポーツ部文化振興課／課長 ○
7 新野　徳秋 三春町産業課／課長 ○

以上出席 7名

※他にオブザーバーの参加あり

第1回　ICT・ゲーム分野分科会

氏名 所属・役職 出席
1 伊藤　智 国際アート＆デザイン大学校高等課程／副校長 ○
2 小野里　俊哉 国際アート＆デザイン大学校／事務局長 ○
3 山田　直美 国際アート＆デザイン大学校／教務 ○
4 西家　千尋 福島県デザイン振興会／会長 ○
5 鈴木　英夫 郡山商工会議所／開発事業部 開発観光課 ○
6 伊藤　隆之 株式会社二葉写真製版福島支社／支社長 ○

以上出席 6名

※オブザーバーの参加あり

第2回　マンガ分野分科会
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【参加委員】6 名（敬称略） 

 

 

 

 

] 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加委員】5 名（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 回 分科会 

マンガ分科会、 アニメ分科会、 ICT・ゲーム分科会 

 

【開催日時】 平成３１年２月１５日（金）16：00～ 

【開催場所】 国際アート＆デザイン大学校 201 教室、202 教室、203 教室 

【参加者】※出席者名簿を参照 

 

【議題】 

１、必須スキルの習得方法について 

２、研修やワークショップの手法 

３、スキル評価方法 

氏名 所属・役職 出席
1 佐藤　日和 国際アート＆デザイン大学校／教務部長 ○
2 黒坂　真志 福島県情報産業協会／事務局 ○
3 鈴木　秀明 郡山地域テクノポリス推進機構／事務局長 ○
4 伊藤　聖隆 郡山市産業観光部観光課／係長 ○
5 新野　徳秋 三春町産業課／課長 ○

以上出席 5名

※オブザーバーの参加あり

第2回　ICT・ゲーム分野分科会

氏名 所属・役職 出席
1 三上　洋平 国際アート＆デザイン大学校／教務 ○
2 松村　荘次郎 株式会社ガイナ／代表代理 ○
3 飯島　貴志 株式会社バックボーンワークス／代表取締役 ○
4 加藤　英明 株式会社福島クリエーティブ／社長室長 ○
5 加藤　靖弘 福島県企画調整部地域政策課／課長 ○
6 橘内　重康 伊達市産業部商工観光課／課長 ○

以上出席 6名

※オブザーバーの参加あり

第2回　アニメ分野分科会
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【参加委員】7 名（敬称略） 

 

【参加委員】8 名（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加委員】8 名（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 所属・役職 出席
1 伊藤　智 国際アート＆デザイン大学校高等課程／副校長 ○
2 小野里　俊哉 国際アート＆デザイン大学校／事務局長 ○
3 山田　直美 国際アート＆デザイン大学校／教務 ○
4 中村　亮 学校法人 河原学園／ ○
5 西家　千尋 福島県デザイン振興会／会長 ○
6 鈴木　英夫 郡山商工会議所／開発事業部 開発観光課 ○
7 伊藤　隆之 株式会社二葉写真製版福島支社／支社長 ○

以上出席 7名
※オブザーバーの参加あり

第3回　マンガ分野分科会

氏名 所属・役職 出席
1 三上　洋平 国際アート＆デザイン大学校／教務 ○
2 菅野　浩二 学校法人国際総合学園／地域連携課長 ○
3 松村　荘次郎 株式会社ガイナ／代表代理 ○
4 飯島　貴志 株式会社バックボーンワークス／代表取締役 ○
5 大塚　敏則 株式会社福島クリエーティブ／副社長 ○
6 加藤　靖弘 福島県企画調整部地域政策課／課長 ○
7 大友　幸弘 伊達市産業部商工観光課／観光物産係　係長 ○
8 松津　和宏 福島県　商工労働部　商工総務課／主査 ○

以上出席 8名
※オブザーバーの参加あり

第3回　アニメ分野分科会

氏名 所属・役職 出席
1 佐藤　日和 国際アート＆デザイン大学校／教務部長 ○
2 和田　秀勝 国際情報工科自動車大学校／副校長 ○
3 黒坂　真志 福島県情報産業協会／事務局 ○
4 鈴木　秀明 郡山地域テクノポリス推進機構／事務局長 ○
5 伊藤　聖隆 郡山市産業観光部観光課／係長 ○
6 中林　寿文 国際ゲーム開発者協会（IGDA）日本／副理事長 ○
7 秡川　千寿 須賀川市文化スポーツ部文化振興課／課長 ○
8 大見　友和 三春町産業課／主任主査 ○

以上出席 ８名
※オブザーバーの参加あり

第3回　ICT・ゲーム分野分科会
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各分科会の意見集約 

【マンガ分科会】 

●地域啓蒙作品を制作する為に必要なスキル 

近年の傾向では、マンガ家になりたいという希望が少なくなっていると聞いている。ストーリーを

作るのが難しいから、という理由があるらしい。 

小さいころから、好き、興味をもってもらう事が 1 番のきっかけで大事なこと。発想を広げてストー

リーを考えることが楽しいことだという体験から始めることが大切ではないか。 

 

●インバウンド向けコンテンツの開発 

マンガは日本のオリジナルコンテンツなので、海外への発信力が強い。 

地域の魅力として、民芸品や田舎の風景などを留学生に体験してもらい、留学生の目線で発信

していくことをマンガで表現できればより強い発信になる。 

 

●子供たちへの体験講座 

三春町アートクリエイター教室では、職業体験という観点からの体験型教室と、その後の学習型

教室を展開している。 

絵が上手になりたい！将来イラストレーターになりたい！と思う子供たちの参加が見られる。専

門学校の先生方が、地域の子供たちに教えるというのは、絵を描くのが好きな子供たちにとって

はとても楽しみな講座になっている。 

●デジタル制作の流れと地域啓蒙への活用 

「まんが甲子園」で有名な高知県では、「世界まんが選抜」がスタートした。地方・啓蒙・偉人など

のキーワードを世界として広めるとしたら、デジタルオンリーの作品を、という考えもあるようだ。

まんが甲子園は全国の高校生たちの登竜門といえるが、世界まんが選抜は世界の学生たちが

チャレンジできる新しいコンテストだと思う。 

デジタル制作の学びは必須で、出来上がったマンガ作品を投稿することもシェアすることも容易

なこと。また、PC やソフトとタブレット、そしてインターネットの環境があれば、マンガ制作自体も世

界のどこでも描けるものになっている。 

 

【アニメ分科会】 

●インバウンド活用 

地域のインバウンド対策に動画が有効活用されている事例が多い。 

アニメーションも同様に活用されており、「訪れてみたい日本のアニメ聖地 88（2019 年版）」では、

伊達市、須賀川市、会津若松市の 3 市が選定されている。全世界の日本のアニメファンを対象

に行ったアニメ聖地 Web 投票の結果をベースに選定されていることを大いに活用できるのでは

ないか。 

 

●先端技術の活用 

最近では３D コンテンツの需要が高まってきている。 

キャラクターの３D モデルがあれば、VR の活用、V チューバ―のネット配信での活用なども見込

まれ、広がりが出てくる。ご当地のキャラクターを作り出すことはもちろん大切であるが、いわゆる
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アニメーションを作成し放映することというよりは、そのキャラクターが共有され拡散される仕組み

づくり、二次創作や別のコンテンツとして勝手に活用してもらえる内容が必要になっている。その

ためにも、市場を分析してターゲットを絞るマーケティングリサーチ力も重要になっているのでは

ないか。 

 

●オンリーワンのカリキュラム 

須賀川市が掲げる特撮文化事業では、最新の特撮映画制作に関わっている監督が多く来県して

いる。CG、映像、に関する先端技術の習得も必要であることから、特撮の分野の学びを取り入れ

たオンリーワンのカリキュラムが構築できるのではないか。 

 

【ICT・ゲーム分科会】 

●地域課題を解決する ICT 

「Connect 2018 in Koriyama, with UDC」というハッカソン（開発イベント）では「地域課題解決アプ

リを作ろう」というテーマで開催された。 

少子高齢化、地域の防犯・防災、観光や商店街の活性化など、地域が抱える課題に対し、その

解決に役立つアプリケーションを開発するというものである。この様なハッカソンと、地域のキャラ

クターが融合したコンテンツの開発が地域啓蒙を考えるときに理想的な形ではないか。 

 

●子供たちの学び 

Scratch（スクラッチ）という、アメリカのマサチューセッツ⼯科⼤学（MIT）のメディアラボが開発した

プログラミング学習⽤ソフトがある。⽇本では NHK 教育テレビで Why?プログラミングという

Scratch を使った番組が放送されるなど、Scratch を使った教育学習に注⽬が集まっている。 

小学校のカリキュラムで学ぶとされている内容は、プログラムそのものではなく、プログラムを作

成するときのように、「プログラミング的思考」＝「物事を論理的に考えていく力」と言われている

が、やはりプログラミングを実際に体験することは重要になると思われる。 

 

●スキルの分類について 

IT 人材の育成に関しては、「i コンピテンシ ディクショナリ（iCD）」というものがある。独立行政法

人情報処理推進機構（IPA）が提供している情報で、IT を利活用するビジネスに求められる業務

（タスク）と、それを支える IT 人材の能力や素養（スキル）を「タスクディクショナリ」、「スキルディク

ショナリ」として体系化したもの。これらの考え方を参考にして、ゲーム制作の分野でもスキルマッ

プを構築することが可能ではないか。 

 

●地域啓蒙に関して 

福島県と（株）ポケモンが連携協定を結び、幸せを運ぶと言われる『ラッキー』がふくしま応援ポケ

モンに就任した。もともと位置情報を活用した陣取りゲームから『Pokemon GO』も生まれてきたと

いわれるが、これを機会にして県内を巡る新しいゲーム開発に活用できないだろうか。 

AI や VR などの最新テクノロジーも活用して、楽しく体験できるコンテンツ開発に取り組んでみる

ことも学生たちの体験として有効だと思われる。 
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人材育成ビジョンシート 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



68 
 

ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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ソフトコンテンツ市場と人材育成 
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共通カリキュラム開発のための実証講座 

 

行政連携によるマンガ作品制作事例（須賀川市文化振興課様） 

 

 

 

 

 

 

  



76 
 

行政連携によるマンガ作品制作事例（須賀川市文化振興課様） 

 

実証講座 

【マンガ制作の流れ】 

 

「共通カリキュラム」の開発のため、須賀川市役所文化振興課から依頼のあったマンガ制作を題

材として、以下の様な制作の流れで実証講座を実施した。 

 

 

 

「共通カリキュラム」 

①「地域を知る」カリキュラム 

制作の対象となる史跡を見学し、実際に見ること体験することで知識を深める。 

同時に資料や文献にふれ、写真撮影を行うなど資料を集める機会とする。 

学芸員による講義を受講し解説を聞くことで、更に理解を深めていく。 

 

②「発想を広げる」カリキュラム 

マインドマップを活用した発想を広げるワークショップを行い、グループごとにディスカ

ッションを繰り返し、最終的にアイディアを発表する。 
アクティブラーニングの手法を取り入れ、積極的に参加する事でより良いアイディアを多

く発表する事が出来る様になる。 
 

「マンガ制作カリキュラム」 

現地取材と講義によって得た知識をもとに、発想を広げながら、登場するキャラクターの 

設定やストーリーを考案してマンガ制作がスタートする。 

登場するキャラクターやストーリーを考え、小学生や中学生に伝わる言葉を選ぶ。 

マンガ制作の指導者と学芸員による制作途中の確認会を繰り返し、より精度の高いマンガ作品

に仕上げることを目指す。 

 

 

「地域を知る」

• 見学ツアー

• 講座の受講

• 資料集め

「発想を広げる」

• マインドマップ

• ディスカッション

• コミュニケーショ
ン

「マンガ制作」

• キャラクター

• ストーリー

• せりふ
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石背国建国 1,300 年 上人壇廃寺跡国史跡指定 50 周年記念事業 

「まぼろしの国 石背(いわせ)」 

ワークショップ「いわせの古代を知ろう！」 

 

依頼内容 

小学校高学年～中学生を対象とした、マンガ（イラスト）仕立ての冊子を作成し、市内小学校 6 年

生・中学 3 年生などに配布し、事業の周知を図る。 

 

取り組み経過 

①平成 30 年 10 月 26 日 キックオフ 

地域を知る 講師：須賀川市役所文化振興課 様 

 

バス（須賀川市所有のバスを使用）で須賀川市内の対象となる遺跡および出土資料等を見学 

 

行程 

国際アート＆デザイン大学校⇒私立博物館（常設展示見学）⇒蝦夷穴古墳（遺跡見学） 

⇒和田の大仏（遺跡見学）⇒上人壇廃寺跡（遺跡見学）⇒国際アート＆デザイン大学校 
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②11 月 9 日 講義（１）「福島県の古墳時代と岩瀬郡」 
地域を知る 講師：須賀川市役所文化振興課 様 
 

  
 
 
③12 月 17 日 講義（２）「福島県の奈良時代と石背国」 
地域を知る 講師：須賀川市役所文化振興課 様 
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④12 月 17 日 ワークショップ『創発への誘い』（実証講座として開催） 
発想を広げる 講師：IGDA 日本 中林寿文 様 
 
マインドマップを活用した発想を広げるワークショップを行い、グループごとにアイディ

アを発表する。 
 

  
 
アクティブラーニングの手法を取り入れ、積極的に参加する事でより良いアイディアを多

く発表する事が出来る様になる。 
 

  
 

   
 
現地取材と講義によって得た知識をもとに、発想を広げながら、登場するキャラクターの 
設定やストーリーを考案してマンガ制作がスタートする。 
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⑤平成 31 年 2 月 14 日  
マンガ制作 制作進捗確認会 
講師：本校講師 及び 須賀川市役所文化振興課 様 
 

  
 

  
 

     

 
今後の予定 
 
2 月中 制作進捗確認 セリフや言い回しの確認 
3 月 18 日 作品データ入稿 
3 月中 完成披露 
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「地域を知る」カリキュラム 

要項 見学資料 講義資料 
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「地域を知る」カリキュラム 

要項 見学資料 講義資料 
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「地域を知る」カリキュラム 

要項 見学資料 講義資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「発想を広げる」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「発想を広げる」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「発想を広げる」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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個別カリキュラム開発 
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「マンガ分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「マンガ分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「マンガ分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「アニメ分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「アニメ分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「アニメ分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「ICT・ゲーム分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「ICT・ゲーム分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「ICT・ゲーム分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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地域行政との組織的連携事業の事例 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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三春町「三春町アートクリエイター教室」事業 
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『協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり』 
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『協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり』 
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『協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり』 
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『協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり』 
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『協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり』 
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『協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり』 
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『協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり』 
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『協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり』 
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『協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり』 
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『協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり』 
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『協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり』 
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『協議会を超え、地域を巻き込んだ「流れ」の始まり』 
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平成 30年度 文部科学省 

「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

福島県地域啓蒙のためのソフトコンテンツ人材育成事業 

事業成果報告書 

 

発行◆平成 31年 2月 

 

お問い合わせ◆連絡先 

 

学校法人国際総合学園 

国際アート＆デザイン大学校 
 

〒963-8811 福島県郡山市方八町 2-4-1 

TEL 024-956-0040 

 

http://www.art-design.ac.jp 

E-mail: ad@nsg.gr.jp 

 

http://www.art-design.ac.jp/
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